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一般会計決算を認定
　

22
年
度
宮
古
市
一
般
会
計
と

各
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
決

算
は
、
議
長
を
除
く
全
員
で
構

成
さ
れ
た
決
算
審
査
特
別
委
員

会(

委
員
長　

高
屋
敷
吉
蔵
、

副
委
員
長　

坂
本
悦
夫)

に
付

託
さ
れ
た
。
決
算
審
査
方
法
は
、

今
委
員
会
か
ら
各
常
任
委
員
会

所
管
分
を
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委

員
会
が
審
査
す
る
分
科
会
方
式

と
な
っ
た
。
９
月
29
日
に
全
体

審
査
を
30
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

分
科
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議

さ
れ
、
10
月
7
日
に
市
長
出
席

の
も
と
総
括
質
問
を
行
い
、
10

月
12
日
の
本
会
議
に
お
い
て
原

案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
た
。

︵
主
な
審
査
内
容
は
P
16
〜
P
18 
︶

に
掲
載

22
年
度
の
主
な
事
業

　

ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
柱
と

位
置
づ
け
る
「
雇
用
の
確
保
・

産
業
振
興
」
の
分
野
で
は
、
緊

急
雇
用
対
策
事
業
や
年
末
年

始
の
低
気
圧
に
よ
る
水
産
等
災

害
復
旧
事
業
、
教
育
の
分
野
で

は
重
茂
小
屋
内
運
動
場
改
築
事

業
、
小
中
学
校
耐
震
補
強
事
業

な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

　

な
お
、
３
月
11
日
の
発
災
か

ら
31
日
ま
で
の
間
、
ガ
レ
キ
撤

去
な
ど
22
年
度
事
業
と
し
て
実

施
さ
れ
た
。

特別会計16件　企業会計2件も

平
成
22
年
度

32,771,419,350
15,192,528,000
47,963,947,350
8,127,603,000
795,921,000
1,898,000

535,750,000
5,294,663,000

9,601,000
28,000,000
62,200,000
166,593,000
92,693,000
3,796,000
13,401,000
270,000
1,065,000
3,365,000
55,709,000

15,192,528,000

国民健康保険事業勘定
国民健康保険診療施設勘定
老 人 保 健
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
介護保険サービス事業勘定
農 業 集 落 排 水 事 業
漁 業 集 落 排 水 事 業
浄 化 槽 事 業
魚 市 場 事 業
墓 地 事 業
川 井 地 域 バ ス 事 業
山 口 財 産 区
千 徳 財 産 区
重 茂 財 産 区
刈 屋 財 産 区

30,734,097,146
14,666,206,880
45,400,304,026
7,797,432,977
761,731,121
2,485,771

524,141,258
5,159,312,122

8,718,267
27,611,067
59,467,994
157,141,478
89,977,838
4,571,014
13,246,975
260,000
1,055,900
3,309,724
55,743,374

14,666,206,880

29,606,417,155
14,512,891,262
44,119,308,417
7,792,716,266
760,345,967

385,120
523,082,263
5,019,845,170

7,444,320
27,455,384
59,336,226
156,995,319
89,915,593
1,921,539
13,246,975
260,000
1,055,900
3,309,724
55,575,496

14,512,891,262

1,127,679,991
153,315,618
1,280,995,609

4,716,711
1,385,154
2,100,651
1,058,995

139,466,952
1,273,947
155,683
131,768
146,159
62,245

2,649,475
0
0
0
0

167,878
153,315,618

93.8
96.5
94.7
95.9
95.7
131.0
97.8
97.4
90.8
98.6
95.6
94.3
97.1
120.4
98.9
96.3
99.1
98.4
100.1
96.5

90.3
95.5
92.0
95.9
95.5
20.3
97.6
94.8
77.5
98.1
95.4
94.2
97.0
50.6
98.9
96.3
99.1
98.4
99.8
95.5

一 般 会 計
特 別 会 計
合 計

会計別
区　分 予算現額

(A)
歳　　入
(B)

歳　　出
(C)

差引額
(B)-(C)

執行率
(B)
(A)

執行率
(C)
(A)

特
別
会
計
の
内
訳

小　　計

平成２２年度　宮古市各会計別決算状況
( 単位 :円、% )

完成した重茂小学校屋内運動場 養殖復旧作業に精を出す漁業者たち
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歳　　出
　一般会計歳出決算は、次のとおりです。

財政状況( 普通会計)
　普通会計における財政状況を判断するための指標となる財政指数等は、次表のとおりである。
　なお、普通会計とは国の定める地方財政統計上、統一的に用いられる会計区分であり、本市の普通会計は、一般会計、
墓地事業特別会計及び川井地域バス事業会計で構成される。

　支出済額は 29,606,417,155 円で前年度に比較して 896,363,442 円 (3.1% ) 増加している。
予算現額に対する執行率は 90.3%となっている。

　

自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
市
税
の
状
況

は
、
調
停
額
が
59
億
３
、５
３
７
万
１
千
円
で

あ
り
、
前
年
度
比
１・６
%
増
、
収
入
済
額
は

54
億
１
、８
５
９
万
４
千
円
で
、
前
年
度
比
０・７

%
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
収
納
率
は
91
・
３
%
で
前
年
度
比
０・８
%
減

で
あ
る
。
税
外
収
入
の
公
立
保
育
所
入
所
負
担

金
の
収
納
率
は
86
・
８
%
、
市
営
住
宅
使
用
料

の
収
納
率
は
64
・８
%
と
低
迷
し
て
い
る
。
特
別

会
計
の
収
納
未
済
額
は
５
億
４
、８
７
２
万
６
千

円
で
前
年
度
比
２・４
%
減
だ
が
国
民
健
康
保
険

税
が
５
億
２
、１
１
７
万
２
千
円
と
大
部
分
を
占

め
て
い
る
。

　

基
金
の
状
況
は
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
積
み

立
て
る
基
金
は
、
前
年
度
末
54
億
７
、０
６
６
万

円
が
当
年
度
末
58
億
３
、５
９
７
万
円
と
前
年
度

比
６・７
%
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
を
み
る
と
、
国
庫
支

出
金
が
減
少
し
て
い
る
が
、
地
方
交
付
税
の
増

に
よ
り
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。

　

市
債
の
状
況
は
、
前
年
度
末
の
未
償
還
元

金
４
０
６
億
５
、２
０
２
万
９
千
円
に
対
し
、
年

度
中
の
起
債
額
は
36
億
９
、８
４
２
万
９
千

円
、
償
還
元
金
は
35
億
５
、３
１
０
万
円

で
あ
り
、
当
年
度
末
の
未
償
還
元
金
は

４
０
７
億
９
、７
３
５
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
以
後
、
総
合
計
画
と
復
興
計
画
が

並
走
す
る
形
で
、
種
々
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て

い
く
が
、
復
興
計
画
に
掲
げ
る
事
業
を
推
進
す

る
に
は
相
応
の
財
源
確
保
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
事
業
の
優
先
度
、
緊

急
度
を
吟
味
し
た
う
え
で
、
執
行
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
健
全
な
財
政
運
営
が

確
立
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

実質収支
比率 %

2.3

3.0

4.2

都市名
区分

25.4

26.4

41.6

81.5

91.6

91.8

46.6

42.9

44.9

16.7

21.1

14.6

202.6

211.1

-

0.34

0.36

0.64

自主財源
比率 %

経常収支
比率 %

義務的経費
比率 %

投資的経費
比率 %

地方債現在高
比率 %

財 政 力
指    数

宮 古 市
(22年度)
宮 古 市
(21年度)
全国類似都市
平均値(21年度)

予算現額
(A)

32,771,419,350

30,687,374,000

2,084,045,350

6.8

支出済額
(B)

29,606,417,155

28,710,053,713

896,363,442

3.1

翌年度繰越額
(C)

1,928,933,462

1,347,377,350

581,556,112

43.2

不　用　額
(A)-(B)-(C)

1,236,068,733

629,942,937

606,125,796

96.2

執　行　率

90.3

93.6

△　3.3

̶

22

21

増減

増減率

年度
区分 (B)

(A)

( 単位 : 円、%)

実質収支
比率 %

2.3

3.0

4.2

都市名
区分

25.4

26.4

41.6

81.5

91.6

91.8

46.6

42.9

44.9

16.7

21.1

14.6

202.6

211.1

-

0.34

0.36

0.64

自主財源
比率 %

経常収支
比率 %

義務的経費
比率 %

投資的経費
比率 %

地方債現在高
比率 %

財 政 力
指    数

宮 古 市
(22年度)
宮 古 市
(21年度)
全国類似都市
平均値(21年度)

予算現額
(A)

32,771,419,350

30,687,374,000

2,084,045,350

6.8

支出済額
(B)

29,606,417,155

28,710,053,713

896,363,442

3.1

翌年度繰越額
(C)

1,928,933,462

1,347,377,350

581,556,112

43.2

不　用　額
(A)-(B)-(C)

1,236,068,733

629,942,937

606,125,796

96.2

執　行　率

90.3

93.6

△　3.3

̶

22

21

増減

増減率

年度
区分 (B)

(A)

( 単位 : 円、%)

歳出の款別構成は、次のとおりである。

総務費 (12.7%)
3,753,713,410 円

公債費 (13.8%)
4,085,667,186 円

教育費 (14.3%)
4,240,713,851 円

民生費 (28.3%)
8,390,214,715 円

その他 (1.6%)
492,208,970 円

農林水産業費 (4.2%)
1,240,708,420 円

消防費 (4.8%)
1,402,727,697 円

商工費 (5.2%)
1,534,979,008 円

衛生費 (6.0%)
1,765,480,953 円土木費 (9.1%)

2,700,002,945 円

《その他の内訳》
労働費 : 266,154,655 円 (0.9%)

諸経費 : 218,893,364 円 (0.7%)

災害復旧費 : 7,160,951 円 (0,0%)

サンマの煙でかすむビル街
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宮
古
市
国
民
健
康
保
険

　

事
業
勘
定
特
別
会
計
歳

　
入
歳
出
決
算

　

反　
対　
討　
論　

　
　
　
　

田
中　
　

尚　

議
員

　

22
年
度
の
決
算
内
容
は
国
保
財

政
調
整
基
金
の
保
有
高
の
適
正
化

及
び
将
来
の
目
標
高
が
示
さ
れ
る

中
で
の
税
率
改
正
が
行
わ
れ
た
も

の
だ
。
し
か
し
な
が
ら
決
算
内
容

は
、
基
金
の
取
り
崩
し
が
、
結
果

と
し
て
必
要
な
か
っ
た
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
医
療
費
の
推
計
方

式
、
川
井
村
と
の
合
併
、
３
年
を

期
間
と
す
る
付
加
方
式
の
是
正
、

見
直
し
が
問
わ
れ
る
内
容
と
判
断

し
て
い
る
。
巨
額
な
財
政
調
整
基

金
を
有
す
る
今
日
、
従
来
の
課
税

の
付
加
方
式
を
改
め
、
繰
り
上
げ

充
用
方
式
も
辞
さ
な
い
課
税
の
適

正
化
を
強
く
求
め
る
こ
と
か
ら
決

算
認
定
に
反
対
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

市
で
は
、
大
震
災
に
お
い
て
被

災
し
た
方
々
に
国
保
税
の
減
免
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
金
額
は
８
月

10
日
現
在
で
２
億
８
千
万
円
に

な
っ
て
い
る
。
今
年
度
３
億
円
を

超
え
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
状

況
と
思
わ
れ
る
。
11
億
８
千
万
円

あ
っ
た
財
政
調
整
基
金
は
23
年
度

４
億
３
千
万
円
を
取
り
崩
し
て
お

り
、
市
長
は
こ
の
状
態
が
続
く
と

24
年
度
末
に
は
３
億
円
ほ
ど
ま
で

減
る
と
い
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対

す
る
国
の
方
針
は
決
ま
っ
て
お
ら

ず
、
大
震
災
な
ど
も
あ
り
対
応
は

先
行
き
不
透
明
だ
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
税
率
を
下
げ
た
と
し
て

も
１
年
後
に
は
ま
た
大
幅
な
値
上

げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
予

想
さ
れ
る
。
当
面
様
子
を
見
る
の

が
常
識
的
判
断
で
あ
る
こ
と
か
ら

決
算
認
定
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ

る
。

賛　
成　
者

　

高
屋
敷
吉
蔵　
　

加
藤　

俊
郎

　

竹
花　

邦
彦　
　

茂
市　

敏
之

　

須
賀
原
チ
エ
子　

近
江　

勝
定

　

橋
本　

久
夫　
　

松
本　

尚
美

　

中
里　

榮
輝　
　

坂
下　

正
明

　

中
嶋　
　

榮　
　

伊
藤　
　

清

　

横
田　

有
平　
　

工
藤
小
百
合

　

髙
橋　

秀
正　
　

宇
都
宮
勝
幸

　

古
舘　

章
秀　
　

内
舘　

勝
則

　

北
村　
　

進　
　

佐
々
木
重
勝

反　
対　
者

　

長
門　

孝
則　
　

落
合　

久
三

　

坂
本　

悦
夫　
　

田
中　
　

尚

　

藤
原　

光
昭　
　

﨑
尾　
　

誠

　

賛
否
の
論
点

　
平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
反
対
、
賛
成
の
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
議
論
の
概
要

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
15
件
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
賛　
成　
討　
論　

　
　
　
　

茂
市　

敏
之　

議
員

認
定
第
２
号

平
成
22
年
度

宮
古
市
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

復
興
の

槌
音

◇ 

発
災
か
ら
８
ヵ
月
が
過
ぎ
た
。

　

ガ
レ
キ
は
ま
ち
な
か
に
は
見
え

な
く
な
っ
た
が
、
基
礎
分
が
雑
草

の
中
で
際
立
つ
。
撤
去
費
用
も
自

己
負
担
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で

早
く
撤
去
が
進
め
ば
良
い
と
思
う
。

◇ 

被
災
し
た
保
育
所
、
学
校
な

ど
応
急
的
で
は
あ
る
が
環
境
が
整

っ
て
き
た
。
津
軽
石
お
よ
び
田
老

保
育
所
も
仮
設
が
完
成
し
て
い
る
。

田
老
一
中
も
復
旧
し
た
。
重
茂
小
に

は
鵜
磯
、
千
鶏
の
２
校
の
児
童
が

通
学
し
て
い
る
。
３
校
が
そ
れ
ぞ

れ
教
室
を
割
り
振
っ
て
活
用
し
て

い
る
。
一
日
も
早
く
通
常
の
勉
強
が

で
き
る
よ
う
対
応
が
急
が
れ
る
。

◇ 

復
興
祈
念
の
産
業
ま
つ
り
も

晴
天
に
恵
ま
れ
て
多
く
の
出
店
と

人
出
で
賑
わ
っ
た
。
新
里
ま
つ
り

も
多
く
の
人
出
が
あ
っ
た
。
新
里

の
り
ん
ご
の
味
は
例
年
通
り
美
味

だ
。
自
然
は
時
に
は
猛
威
を
ふ
る

う
が
偉
大
だ
。

◇ 

11
月
５
日
、
６
日
当
市
に
お

い
て
新
選
組
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
れ
は
今
か
ら
１
４
２
年

前
土
方
歳
三
が「
回
天
」
に
乗
り

込
ん
で
宮
古
湾
海
戦
に
臨
ん
だ
こ

と
が
縁
で
実
現
し
た
も
の
だ
。
新

選
組
の
ふ
る
さ
と︵
土
方
の
出
身

地
の
︶
東
京
日
野
市
の
同
好
会
が

主
催
し
た
も
の
で
、
一
日
も
早
い

宮
古
市
の
復
興
を
と
い
う
思
い
か

ら
実
施
さ
れ
た
。

漁民待望の漁船が到着した音部漁港

議
案
に
対
す
る

各
議
員
の
賛
否
の
公
表

完成した仮設の津軽石保育所に通う子どもたち
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 一般会計・特別会計 
5件の補正予算を可決
支障物除去等委託や災害等廃棄物処理事業など
133億2,837万円を追加補正(一般会計)

　
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
既
定
の
歳
入
・
歳
出
に
そ

れ
ぞ
れ
１
３
３
億
２
、８
３
７
万
円
４
千
円
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
総
計
を
６
１
９
億
８
、５
１
８
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
主
な
歳
入
は
国
庫
補
助
金
で
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
、
県

支
出
補
助
金
は
水
産
基
盤
整
備
復
旧
支
援
事
業
や
水
産
業
共
同

施
設
災
害
復
旧
事
業
で
あ
る
。ま
た
、普
通
交
付
税
な
ど
が
あ
る
。

主
な
歳
出
補
正
は
左
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

特
別
会
計

☆　

宮
古
市
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
補
正
予
算
は

６
億
３
、８
０
０
万
８
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

5
億
２
、１
２
７
万
２
千
円
と
す
る
。

☆　

宮
古
市
後
期
高
齢
者
医
療

補
正
予
算
は
27
万
１
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

５
億
４
、６
６
０
万
７
千
円
と
す
る
。

☆　

宮
古
市
介
護
保
険
事
業
補

正
予
算
は
３
、０
８
４
万
４
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

52
億
６
、７
７
３
万
円
と
す
る
。

☆　

宮
古
市
魚
市
場
事
業
補
正
予

算
は
、
２
億
３
、８
０
０
万
円
を
追

加
し
、
３
億
７
、８
３
０
万
７
千
円

と
す
る
。

☆　

宮
古
市
下
水
道
事
業
会

計
資
本
的
収
入
補
正
予
定
額

５
億
８
、２
４
１
万
８
千
円
と
し
、

17
億
８
、１
０
３
万
３
千
円
と
す

る
。
資
本
的
支
出
補
正
予
定
額

５
億
９
、２
８
６
万
２
千
円
と
し
、

22
億
５
、１
０
７
万
２
千
円
と
す
る
。

(単位:千円)

9月議会一般会計補正
主な歳出補正の内容

○　支障物除去事業委託料 7,534,140
○　共同利用施設等復旧事業補助金 2,122,223
○　水産業共同利用施設災害復旧事業費補助金 1,239,113
○　東日本大震災復興基金積立金 566,000
○　本庁舎災害復旧工事費 176,600
○　道路・河川災害復旧測量設計委託料 170,000
○　漁港災害復旧支援事業 91,000
○　道路災害復旧工事費 55,470
○　国土調査委託料 50,530
○　仮設住宅水道工事負担金 36,605
○　緊急雇用創出事業等委託料 33,300
○　修繕費　(みやこ斎園等 ) 13,335
○　住民情報システム委託料 6,093
○　住民情報システム賃借料 5,438

　

９
月
定
例
会
初
日
に
提
案

さ
れ
た
災
害
救
助
法
が
適
用

さ
れ
る
宮
古
市
消
防
団
条
例

の
一
部
改
正
を
可
決
し
た
。

　

本
条
例
は
団
員
が
災
害
救

助
法
の
第
１
条
１
項
に
定
め

る
災
害
に
対
処
す
る
職
務
に

従
事
す
る
際
、
心
身
に
著
し

い
負
担
を
与
え
る
と
市
長
が

認
め
た
場
合
、
費
用
弁
償
を

「
２
、０
０
０
円
」
か
ら
「
４
、

０
０
０
円
」
に
す
る
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
適
用
は
平
成
23

年
３
月
11
日
か
ら
と
す
る
。

　

宮
古
市
災
害
弔
慰
金
等
審

査
会
の
委
員
の
任
命
及
び
平

成
23
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
及
び
津
波
に
係
る
宮
古

市
災
害
弔
慰
金
等
審
査
会
の

運
営
事
務
を
岩
手
県
に
委
託

す
る
。
こ
れ
は
津
波
に
よ
る
不

明
者
の
身
元
確
認
の
専
門
性

を
高
め
る
た
め
で
あ
る
。

宮
古
市
消
防
団
条
例
の

一
部
改
正
を
可
決

審
査
会
委
員
任
命
及
び

運
営
事
務
を
県
に
委
託
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6
月
議
会
で

は
、
国
や
県
の

支
援
か
ら
漏
れ
た
方
々

へ
の
支
給
な
ど
が
議
論

に
な
り
、
市
長
は
そ
れ

ら
の
改
善
を
図
り
た
い

意
向
を
示
し
て
い
た
。

　
山
田
町
で
は
、
店
舗
・
工
場
な
ど

の
倒
壊･

流
出
に
20
万
円
の
義
援
金

を
出
し
て
い
る
。
宮
古
市
は
5
万
円

だ
け
だ
。
市
は
国
や
県
の
義
援
金
を

頂
い
た
方
へ
も
配
分
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
な
ぜ
か
。
国
や
県
の
制
度

か
ら
漏
れ
た
方
へ
の
配
分
に
重
点
を

置
き
、
な
り
わ
い
の
再
建
に
意
欲
を

持
て
る
よ
う
充
実
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

   

山
本
市
長

で
き
る
だ
け
多
く
の
被
災
者

に
配
分
さ
れ
る
よ
う
委
員
会
で
決
め

た
も
の
だ
。
な
お
、
委
員
会
で
は
、

別
に
一
定
の
額
を
留
保
し
、
今
後
頂

く
義
援
金
と
あ
わ
せ
、
制
度
の
谷
間

を
埋
め
る
よ
う
審
議･

決
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
国
民
の
多
く
が
原
子
力
発

電
に
疑
義
を
持
ち
、
再
生
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
復
興
の
主
要
事
業
と
し
て

位
置
づ
け
て
は
ど
う
か
。

   

山
本
市
長

市
は
、
復
興
計
画
の
中
で
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
と
し
、
太
陽
光
発
電
や

風
力
発
電
な
ど
導
入
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
田
老
地
区
住
民
は
、
診
療

所
の
再
建
と
医
師
確
保
に
強

い
関
心
を
持
ち
、
黒
田
先
生
の
慰
留

を
求
め
行
動
を
起
こ
し
た
方
も
い

る
。医
師
確
保
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　

山
本
市
長

県
や
国
保
連
な
ど
の
協
力
を

得
な
が
ら
後
任
医
師
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
幸
い
に
被
災
地
で
の

地
域
医
療
に
理
解
を
持
っ
て
い
る
医

師
が
興
味
を
示
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、勤
務
条
件
な
ど
交
渉
中
で
あ
る
。

詳
細
を
述
べ
る
段
階
で
な
い
が
、
田

老
診
療
所
で
医
師
不
在
が
生
じ
な
い

よ
う
最
大
限
努
力
す
る
。

問

早期復興が期待される商店街

﨑 尾 　 誠  議員答弁

質問
制度の隙間を埋めるよう今後審議・決定

答

生業再開の意欲が出る義援金の配分を

一般質問 ◆◆◆施策を問う◆◆◆

　９月22日、26日、27日、28日の４日間一般質問が行われ
ました。
　質問者18名が登壇。被災者の生活支援や復興道路、医療、介護、
放射能問題など幅広い議論が展開されました。その要旨を紹介し
ます。

問答

問答
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3
月
11
日
に
発
生
し
た
大

津
波
は
、
高
さ
８・
５
m
以

上
、
遡
上
高
38
m
超
え
、
住
宅
全
半

壊
４
、６
７
５
棟
、
死
者
行
方
不
明

者
５
４
０
人
で
、
公
共
施
設
や
漁
業

施
設
が
大
被
害
を
受
け
た
。
自
立
の

第
一
歩
の
仮
設
住
宅
の
居
住
は
2
年

間
と
言
わ
れ
、
被
災
者
は
定
住
の
地

が
ど
こ
か
不
安
で
い
る
。

　

高
台
移
転
は
、
住
民
生
活
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
失
し
、
経
済
活
動
が

不
便
で
ま
ち
の
活
性
化
を
失
う
。
他

の
例
で
も
高
台
移
転
は
若
者
が
仕
事

を
求
め
、
ま
ち
を
転
出
し
た
。
津
波

当
初
は「
こ
ん
な
所
に
は
住
め
な
い
」

と
高
台
移
転
や
他
の
ま
ち
へ
の
移
転

を
考
え
る
が
、
時
が
た
つ
と
思
い
出

の
地
へ
思
い
が
つ
の
る
。
居
住
地
は

「
高
台
」「
現
地
」
の
一
方
に
限
定
せ

ず
、
防
波
堤
を
整
備
し
、
住
民
が
希

望
す
る
場
所
と
す
べ
き
だ
。　

 　
山
本
市
長

高
台
移
転
は
従
前
の
居
住
地

が
危
険
の
た
め
実
施
す
る
も
の
で
、

従
前
の
場
所
へ
の
住
宅
再
建
は
、
防

潮
堤
の
整
備
、
土
地
嵩
上
げ
等
に
よ

る
安
全
な
場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
町
づ
く
り
計
画
は
虫
食
い
的
危

険
な
区
域
が
存
在
し
て
は
な
ら
な

い
。
高
台
移
転
と
現
地

再
建
の
２
つ
の
選
択
は

極
め
て
厳
し
い
と
思

う
。

　
①
想
定
外
の
大
津
波
の
陣

頭
指
揮
を
し
た
危
機
管
理
監

と
同
課
長
の
二
人
が
替
わ
っ
た
。
津

波
の
貴
重
な
経
験
を
し
た
職
員
を
な

ぜ
替
え
た
の
か
。
事
後
の
指
導
に
当

て
る
べ
き
で
は
。

②
職
員
採
用
は
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト

の
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
今
回
の
津

波
の
時
こ
そ
、
自
ら
率
先
し
て
汗
を

か
く
体
力
の
あ
る
職
員
を
採
用
す
べ

き
だ
。　　

総
務
企
画
部
長

①
に
つ
い
て
、
震
災
の
復
旧

業
務
の
た
め
、
管
理
職
員
の
定
年
を

6
月
末
ま
で
延
長
し
た
。
異
動
は
全

庁
適
材
適
所
で
実
施
し
た
も
の
だ
。

②
職
員
採
用
は
、
教
養
、
面
接
、
人

柄
、
社
会
的
適
応
性
を
重
視
。
職
員

は
不
眠
不
休
で
頑
張
っ
た
と
思
う
。

　

被
災
地
の
復
旧･

復
興

は
、
一
年
以
内
の
緊
急
生

活
支
援
と
中
長
期
の
本
格
復
興
対
策

に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
特

に
復
興
は
成
り
行
き
任
せ
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
従
来
の
発
想
に
と
ら

わ
れ
な
い
斬
新
な
「
復
興
計
画
」
が

必
要
だ
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
概
念
と
、
地
域
個
別

の
防
災
計
画
、
太
陽
光
、
風
力
、
波

力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
次
世
代
送
電
網

を
構
築
す
る
シ
ス
テ
ム
を
組
み
込
ん

だ
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
だ
。
こ
れ

ら
を
軸
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
考
え
は
な
い
か
。

　

山
本
市
長

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
、
最
新

技
術
を
駆
使
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

を
高
め
、
省
資
源
化
を
徹
底
し
た
環

境
配
慮
型
の
ま
ち
づ
く
り
だ
。
東
日

本
大
震
災
の
被
災
自
治
体
の
一
部
に

は
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
掲
げ
る

と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
く
。
震
災
時
、

停
電
に
よ
り
初
期
対
応
に
支
障
が
生

じ
た
こ
と
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

供
給
体
制
の
構
築
が
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
今
後
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
、
復
興
計
画
に

お
い
て
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
」
を
掲
げ
る
こ

と
と
し
た
。
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
の
形
成
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給

や
災
害
対
策
の
観
点
か
ら
そ
の
可
能

性
に
つ
い
て
調
査･

検
討
を
進
め
て

い
く
。

■
宮
古
港
の
将
来
展
望
は

　

産
業
立
地
に
お
い
て
も
新

海
洋
産
業
の
創
出
な
ど
港
湾

は
従
来
以
上
の
役
割
を
担
う
。
港
湾

も
再
構
築
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
緑
化

な
ど
を
含
め
た
環
境
を
主
軸
に
し
た

計
画
が
望
ま
れ
る
。
復
興
計
画
に
お

け
る
港
湾
づ
く
り
が
、
新
し
い
発
想

の
港
と
し
て
ど
こ
に
も
な
い
港
ま
ち

に
な
る
こ
と
を
望
む
。
将
来
展
望
を

伺
う
。　

山
本
市
長

      
今
後
、
交
流
拠
点
地
区
と

し
て
の
出
崎
地
区
お
よ
び
、
海
洋
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
区
の
神
林
地
区

の
整
備
に
あ
た
り
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
も
含
め
研
究
し
て
い

き
た
い
。

答弁

質問

高屋敷吉蔵 議員 答弁

質問
現地再建は安全確保が前提

津波被害者の永居住地はどこか

問答

問答
橋 本 久 夫 議員 再生可能エネルギープロジェクトを掲げる

新しいまちづくりの形を示せ

問答

問 ■
危
機
管
理
課
の
あ
り
方
と

　
住
民
が
求
め
る
職
員
像
に
つ
い
て

答

仮設住宅

バイオマスを利用した発電所
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仮
設
住
宅
に

お
け
る
課
題
と

改
善
策
や
被
災
地
に
お

け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
確
立
に
つ
い
て
の

施
策
を
伺
う
。
空
室
の

活
用
、
生
活
環
境
整
備
の
た
め
に
行

わ
れ
て
い
る
風
除
室
等
の
工
事
の
進

捗
状
況
や
冬
季
対
策
。
仮
設
住
宅
入

居
に
よ
り
学
区
外
通
学
と
な
っ
た
高

浜
小
児
童
の
通
学
の
足
の
確
保
。
通

院
や
買
い
物
の
交
通
の
確
保
に
つ
い

て
の
対
応
策
を
伺
う
。
ま
た
、「
孤

独
死
」
を
防
ぐ
手
立
て
と
し
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
は
重
要
で
あ

り
、仮
設
住
宅
内
の
自
治
会
の
設
立
、

既
存
の
自
治
会
と
の
共
存
、
崩
壊
し

た
自
治
会
の
再
構
築
な
ど
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
確
立
さ
せ
る
た
め
の
方
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　
山
本
市
長

仮
設
住
宅
の
空
室
数
は

２
９
０
戸
と
な
っ
て
お
り
現
時
点
で

も
入
居
希
望
者
が
あ
り
、
そ
の
必
要

戸
数
の
確
保
を
前
提
に
被
災
し
た
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
災
害
応
援
の
派
遣

職
員
の
宿
舎
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
宿

泊
施
設
等
有
効
活
用
を
検
討
し
実
施

す
る
。
ま
た
、
部
屋
の
狭
さ
の
解
消

は
世
帯
分
割
な
ど
県
と
協
議
し
検
討

す
る
。
他
県
の
教
員
や
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
遊
び
や
勉
強
の
活

動
。
保
育
所
の
園
庭
を
開
放
し
親
子

の
交
流
の
場
を
提
供
し
た
。
高
浜
小

の
通
学
児
童
は
、
遠
距
離
通
学
に
該

当
し
、
タ
ク
シ
ー
で
通
学
中
。
自
治

会
設
立
に
必
要
な
情
報
の
提
供
や
自

治
会
設
立
及
び
活
動
に
対
す
る
補
助

金
を
新
設
し
側
面
か
ら
支
援
し
て
い

く
。

■
震
災
半
年
後
の
教
育
の
課
題
は

　
震
災
か
ら
半
年
が
経
ち
、

心
の
ケ
ア
や
学
習
環
境
の
整

備
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
る
と
考
え
る
。
現
在
の
課
題
を
伺

う
。

　
佐
々
木
教
育
長

こ
れ
ま
で
大
き
な
ス
ト
レ

ス
症
状
を
示
す
子
ど
も
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
が
、
他
県
の
臨
床
心
理
士
2

名
が
継
続
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
子
ど

も
の
心
の
ケ
ア
は
学
校
支
援
チ
ー
ム

と
一
体
と
な
っ
て
支
援
を
行
う
。

　

重
茂
小
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
鵜

磯･

千
鶏
小
の
仮
設
職
員
室
を
敷
地

内
に
新
た
に
つ
く
り
、
空
い
た
と
こ

ろ
を
教
室
に
転
用
す
る
。

　
①
崩
壊
等
警

戒
区
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
地
区
で
、

住
民
か
ら
も
土
砂
の
除

去
に
つ
い
て
要
望
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
埋
蔵
文
化
財
を
理
由
に
放
置
さ
れ

て
い
る
。
市
民
の
安
全
の
確
保
の
た

め
土
砂
を
除
去
し
埋
蔵
文
化
財
調
査

の
試
掘
を
急
ぐ
べ
き
だ
。

②
被
災
者
の
み
な
ら
ず
移
転
を
考
え

て
い
る
人
が
敷
地
を
造
成
す
る
場
合

の
埋
蔵
文
化
財
調
査
も
急
ぐ
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。　

　

山
本
市
長

崩
壊
等
警
戒
区
域
の
管
理
は

岩
手
県
の
所
管
だ
。
防
災
工
事
に
伴

う
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
は
岩
手

県
教
育
委
員
会
が
対
応
す
る
こ
と
だ

が
、
宮
古
市
も
各
課
と
協
議
調
整
を

し
検
討
す
る
。

　

被
災
者
以
外
の
調
査
依
頼
者
と
も

協
議
を
行
い
な
が
ら
、
状
況
に
応
じ

て
順
次
調
査
を
行
っ
て
い
く
。

■
J
R
岩
泉
線
の
早
期
復
旧
を

　
土
砂
崩
れ
事
故
か
ら
一
年

以
上
が
経
過
し
た
。
こ
の
ま

ま
で
は
岩
泉
線
は
風
化
し
、
廃
線
に

つ
な
が
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。
地

元
の
学
生
や
高
齢
者
に
と
っ
て
貴
重

な
足
で
あ
り
、
復
旧
は
自
治
体
の
支

援
な
く
し
て
は
難
し
い
と
思
う
。国
、

県
に
対
し
補
助
を
要
請
す
べ
き
だ
。

　
坂
下
総
務
企
画
部
長

　

国
土
交
通
省
に
対
し
、
大

震
災
の
影
響
に
よ
っ
て
遅
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
要
請
し
た
。
ま
た
岩
泉

町
と
今
後
も
情
報
交
換
を
し
、
引
き

続
き
連
携
し
て
早
期
復
旧
に
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
も
地
元
の
機
運
を
盛
り
上

げ
る
な
ど
復
旧
へ
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

■
産
業
再
生
と
雇
用
対
策
は

　
震
災
に
よ
っ
て
離
職
者
が

多
く
な
り
雇
用
保
険
の
給
付

切
れ
を
迎
え
る
市
民
が
急
増
す
る
。

産
業
再
生
と
雇
用
実
態
は
、
ま
た
今

後
の
対
策
は
。

　

山
本
市
長

被
災
し
た
事
業
所
の
再
開
に

よ
り
緊
急
雇
用
の
効
果
は
出
て
い

る
。
今
後
は
事
業
所
の
再
建
と
再
就

職
に
向
け
支
援
に
努
め
る
。

北 村 　 進  議員答弁

質問
空室有効利用と自治会活動に補助

仮設住宅改善とコミュニティ確立を図れ

問

答

藤 原 光 昭  議員答弁

質問
各課と調整、協議し検討する

危険箇所の埋文試掘を急げ

問

答

埋文調査が急がれる危険箇所

問

答

問答

問答

樫内地区の仮設住宅
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漁
業
の
復
興
支
援
を
伺
う
。

①
養
殖
わ
か
め
施
設
の
復
旧

状
態
と
来
春
の
水
揚
げ
予
想
は
。

②
個
人
が
建
設
す
る
加
工
場
へ
助
成

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

③
15
あ
る
漁
港
の
改
修
計
画
は
。

④
漁
船
の
動
向
は
ど
う
か
。

⑤
市
と
し
て
漁
業
再
生
の
た
め
９
分

の
８
支
援
す
る
と
し
て
予
算
化
し
た

が
年
度
内
執
行
で
き
る
か
。

　
山
本
市
長

①
に
つ
い
て
は
10
月
ま
で
に

設
置
の
見
込
み
。
来
春
の
水
揚
げ
予

想
は
、
対
前
年
比
で
50
%
〜
60
%

と
思
う
。
②
に
つ
い
て
は
国
の
3
次

補
正
で
検
討
し
た
い
。
③
に
つ
い
て

は
災
害
査
定
の
あ
と
早
期
着
工
に
努

め
る
。
④
の
漁
船
の
動
向
は
３
漁
協

で
被
災
前
２
、７
７
４
隻
、
流
失
２
、

６
０
６
隻
、
補
充
は
２
５
１
隻
、
発

注
数
は
１
、２
４
９
隻
だ
が
４
隻
の

み
の
納
入
だ
。
⑤
に
つ
い
て
は
翌
年

度
繰
り
越
し
も
あ
る
。

■
重
茂
半
島
線
の
抜
本
的
見
直
し
を

　

大
津
波
で
白
浜
〜
堀
内

間
が
寸
断
さ
れ
た
。
ト
ン
ネ

ル
も
含
め
た
抜
本
的
対
策
を
強
く
求

め
る
。
ま
た
、
現
道
は

高
潮
で
危
険
だ
。
防
止

策
を
示
し
て
ほ
し
い
。

通
行
止
め
も
予
想
さ
れ

る
の
で
山
廻
り
の
市
道

を
整
備
す
べ
き
だ
。

　
熊
谷
都
市
整
備
部
長

復
興
関
連
道
と
位
置
付
け
、

一
部
ト
ン
ネ
ル
化
も
含
め
整
備
す
る

よ
う
県
に
申
し
入
れ
る
。
高
潮
で
危

険
な
場
合
は
市
道
を
補
修
し
、
不
便

を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
。

　

　

被
災
者
が
家
を
建
て
る
時

の
阻
害
要
因
に
埋
文
調
査
が

あ
る
。
非
常
時
だ
か
ら
ス
ピ
ー
ド
が

必
要
。

①
調
査
件
数
な
ど
は
。

②
埋
文
調
査
の
必
要
性
は
周
知
さ
れ

て
い
る
か
。

③
簡
素
化
の
動
き
は
な
い
か
。

④
職
員
や
調
査
関
係
者
は
十
分
か
。

　

佐
藤
教
育
部
長

　

①
は
15
件
、
あ
と
9
件

だ
が
年
度
内
完
了
の
見
込
み
。
②
は

展
示
や
広
報
で
周
知
し
て
い
る
。
③

は
文
化
庁
か
ら
簡
略
化
策
が
示
さ
れ

た
。
④
は
県
や
国
に
支
援
を
要
請
し

て
い
る
。

　
市
民
懇
談
会
で
被
災
市
民

へ
の
職
員
の
対
応
に
厳
し
い

意
見
が
あ
っ
た
。
職
員
の
業
務
評
価

に
つ
い
て
伺
う
。

　
坂
下
総
務
企
画
部
長

職
員
は
、
震
災
対
応
業
務
に

不
眠
不
休
で
懸
命
に
従
事
し
た
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
市
民
か
ら
は
厳

し
い
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
緊
急

の
業
務
が
大
量
に
発
生
し
た
こ
と
や

市
役
所
全
体
の
情
報
の
収
集
や
伝
達

に
混
乱
が
あ
り
、
市
民
の
問
い
合
わ

せ
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
回
答

を
訂
正
し
た
り
し
た
こ
と
が
原
因
と

深
く
反
省
し
て
い
る
。

■
合
併
特
例
債
対
象
施
設
の

　
被
害
状
況
は

　
①
合
併
特
例
債
を
利
用
し

て
整
備
し
た
施
設
の
中
で
津

波
に
被
災
し
た
施
設
を
伺
う
。

②
被
災
し
た
自
治
体
の
合
併
特
例
債

発
行
期
限
を
5
年
間
延
長
す
る
特
例

法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
発
行
限
度
額

と
そ
の
償
還
は
ど
う
か
伺
う
。

③
被
災
し
た
公
共
施
設
は
、
国
費
で

解
体
撤
去
で
き
る
の
か
、
そ
の
後
は

す
べ
て
災
害
復
旧
費
で
で
き
る
の

か
。

④
地
域
協
議
会
を
合
併

特
例
債
同
様
の
期
間
に

延
長
で
き
な
い
か
。

　

山
本
市
長

①
宮
古
市
民
文
化
会
館
、
田

老
診
療
所
、
宮
古
運
動
公
園
野
球

場
、
浄
土
ヶ
浜
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
お
よ

び
市
道
野
中
1
号
線
、
2
号
線
と
浦

の
浜
線
の
6
施
設
、
被
災
総
額
は
約

23
億
２
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

②
合
併
特
例
債
の
発
行
限
度
額
お
よ

び
償
還
は
現
行
の
と
お
り
だ
。

③
解
体
撤
去
の
経
費
は
国
庫
補
助
金

と
災
害
対
策
債
の
充
当
だ
。
対
策
債

の
元
利
償
還
金
の
95
%
は
普
通
交

付
税
、
５
%
は
特
別
交
付
税
で
措
置

さ
れ
る
。
被
災
し
た
施
設
を
移
転
整

備
す
る
際
に
災
害
復
旧
費
の
対
象
に

な
る
か
ど
う
か
は
未
定
だ
が
、
移
転

新
築
す
る
場
合
も
対
象
と
す
る
よ
う

国
に
要
請
し
て
い
る
。

④
現
行
で
は
地
域
協
議
会
は
平
成
27

年
3
月
31
日
ま
で
だ
が
、
地
域
協
議

会
の
意
見
を
聴
い
て
延
長
を
検
討
し

た
い
。

横 田 有 平 議員 答弁

質問
復興計画の中で全力を尽くす

漁業の復興に最大の支援を

問答

波が洗う重茂半島線

加 藤 俊 郎  議員 答弁

質問
混乱を招いた点は反省する

被災者への対応は適切だったか

問答

被災した建物

問

答

問

答問答
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自
分
の
力
で

住
宅
の
再
建
が

で
き
な
い
人
に
と
っ

て
、
災
害
公
営
住
宅
の

果
た
す
役
割
は
大
き
い

と
思
う
。
県
は
主
と
し

て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
３
～
５
階

建
て
の
集
合
住
宅
を
建
設
す
る
計
画

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
神
戸
大
学

研
究
室
で
は
、
画
一
的
で
大
規
模
な

集
合
住
宅
と
い
う
建
物
形
式
に
は
問

題
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の

理
由
は
、
①
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

集
合
住
宅
と
い
う
建
物
形
式
は
自
然

な
人
間
関
係
の
醸
成
を
防
げ
る
。
②

集
合
住
宅
に
住
ん
だ
こ
と
の
な
い
高

齢
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
弊
害
は
大

き
い
。
③
鉄
の
扉
を
開
け
て
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
利
用
し
な
け
れ
ば
た
ど

り
つ
け
な
い
住
環
境
で
は
、
何
気
な

い
人
と
人
と
の
交
流
は
生
ま
れ
に
く

い
と
指
摘
し
て
い
る
。
住
も
う
と
い

う
こ
と
は
、
単
に
住
宅
と
い
う
器
が

あ
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
人
間
は
社
会
的
動
物
で
あ
り
、

生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
欠
か
せ
な
い
。
し
た

が
っ
て
災
害
公
営
住
宅
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
集
合
住
宅
だ
け
で
な

く
、
被
災
者
の
要
望
に
応
じ
地
域
に

合
わ
せ
て
木
造
の
公
営
住
宅
を
建
設

す
べ
き
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う　

　
山
本
市
長

災
害
公
営
住
宅
に
関
し
て

は
、
人
が
生
活
し
て
い
く
う
え
で
、

人
と
の
つ
な
が
り
は
大
切
な
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。
災
害
公
営
住
宅
の

規
模
や
形
式
に
つ
い
て
は
、
木
造
づ

く
り
を
含
め
、
県
と
の
整
合
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
く
。
で
き
る
か
ぎ

り
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
整

備
し
た
い
と
考
え
る
。

■
住
宅
に
市
独
自
の
支
援
策
を

　

市
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
と
、「
住
宅
再

建
の
支
援
」
が
最
も
多
か
っ
た
。
こ

の
被
災
者
の
要
望
に
当
局
は
き
ち
っ

と
応
え
る
べ
き
で
あ
る
。
考
え
を
伺

う
。

　
山
本
市
長

国
、
県
の
支
援
策
を
見
極
め

な
が
ら
必
要
に
応
じ
、
さ
ら
な
る
支

援
策
を
進
め
て
い
く
。

　
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
、

大
槌
町
、
山
田
町
へ
の

自
衛
隊
の
救
援
活
動
、

支
援
物
資
の
搬
入
の

際
、
盛
岡
市
か
ら
は
国

道
１
０
６
号
と
国
道
３
４
０
号
を
経

由
し
て
小
国
道
又
か
ら
土
坂
峠
を
通

る
ル
ー
ト
、
三
陸
地
域
地
震
災
害
後

方
支
援
拠
点
基
地
で
あ
る
遠
野
市
か

ら
は
立
丸
峠
と
土
坂
峠
を
通
る
唯
一

の
ル
ー
ト
で
あ
る
。
今
回
の
大
震
災

で
こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
は
、
著
し
い
渋

滞
と
支
援
物
資
輸
送
の
遅
れ
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
ル
ー
ト

を
復
興
道
路
と
し
て
整
備
す
る
よ
う

国
・
県
に
働
き
か
け
る
べ
き
と
考
え

る
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
山
本
市
長

立
丸
峠
は
宮
古
市
と
遠
野
市

を
結
び
、
土
坂
峠
は
大
槌
町
と
宮
古

市
を
結
ぶ
交
通
の
要
で
あ
る
が
、
両

峠
は
急
峻し

ゅ
ん、

狭き
ょ
う
あ
い隘

で
交
通
難
所
地
域

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ト
ン
ネ
ル
化
の

要
望
を
し
て
き
た
。
県
で
は
立
丸
峠

は「
復
興
支
援
道
路
」土
坂
峠
は「
復

興
関
連
道
路
」
と
し
て
復
興
計
画
に

明
記
し
て
い
る
の
で
、
従
来
に
も
増

し
て
国
や
県
に
強
く
要
望
す
る
。

■
産
業
復
興
に
つ
い
て
の

　
振
興
策
を
問
う

　

震
災
復
興
は
、
沿
岸
地
域

の
産
業
を
い
か
に
復
興
さ

せ
る
か
で
あ
る
。
第
一
に
は
水
産
業

で
あ
る
が
、
漁
協
に
よ
っ
て
取
り
組

み
の
進
度
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る

が
現
状
認
識
は
。
個
人
事
業
主
、
小

規
模
企
業
の
被
災
が
多
い
中
で
産
業

復
興
は
10
年
後
、
20
年
後
を
見
据
え

た
振
興
策
が
必
要
だ
。
市
全
体
の
枠

組
み
の
中
で
農
業
・
林
業
・
水
産
業
・

観
光
業
な
ど
多
岐
の
領
域
で
な
り
わ

い
と
し
て
生
活
で
き
る
産
業
の
掘
り

起
こ
し
策
と
企
業
誘
致
を
積
極
的
に

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
対
応
策
を

伺
う
。　　

中
村
産
業
振
興
部
長

産
業
の
復
旧
、
復
興
に
つ
い

て
は
、
被
災
の
状
況
に
応
じ
た
取
り

組
み
を
し
て
き
て
お
り
今
後
と
も
努

力
す
る
。
事
業
所
の
再
建
に
向
け
さ

ら
に
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
。
６
次

産
業
化
や
産
業
間
連
携
で
の
掘
り
起

こ
し
、
企
業
誘
致
に
努
力
す
る
。

早期のトンネル整備が望まれる立丸峠

坂 本 悦 夫  議員答弁

質問
被災者のニーズにより検討

木造の災害公営住宅を

問

答

公営住宅

内 舘 勝 則  議員答弁

質問
両峠のトンネル化を強く要望する

立丸峠・土坂峠を復興道路とせよ

問

答問

答

問答
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東
日
本
大
震
災
で
は
商

店
、
事
業
者
な
ど
な
り
わ
い

へ
の
給
付
の
具
体
化
が
さ
ら
に
進
ん

だ
と
評
価
し
て
い
る
が
、
市
長
の
見

解
は
ど
う
か
。　

　
金
澤
市
民
生
活
部
長

災
害
救
助
法
第
23
条
は
「
生

業
に
必
要
な
資
金
、
器
具
も
給
与
ま

た
は
貸
与
で
き
る
」
と
定
め
て
い

る
。
今
回
、
国
は
漁
船
、
養
殖
施
設

へ
の
補
助
や
中
小
企
業
へ
の
グ
ル
ー

プ
補
助
や
二
重
ロ
ー
ン
対
策
を
制
度

化
し
、
県
は
中
小
企
業
修
繕
費
補
助

の
制
度
化
な
ど
地
域
産
業
の
再
生
に

向
け
、
多
く
前
進
し
て
い
る
。
今
後

も
地
域
の
実
態
に
あ
っ
た
支
援
策
を

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

　
冬
場
、
仮
設
住
宅
の
水
道

な
ど
の
凍
結
対
策
は
ど
う

か
。

県
に
要
望
し
て
い
る
が
、
市

は
事
前
に
水
道
工
事
組
合
と

の
協
議
体
制
で
整
備
を
進
め
る
。

　
住
宅
再
建
支
援
金
（
最
大

で
３
０
０
万
円
）
の
拡
大
給

付
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

財
源
は
国
の
補
助

と
全
都
道
府
県
の

拠
出
基
金
で
賄
わ
れ
て

い
る
。
国
へ
拡
充
を
働

き
か
け
る
と
同
時
に
市

も
具
体
化
に
努
め
る
。

　

三
鉄
だ
け
で
な
く
、
Ｊ
Ｒ

へ
の
復
旧
費
用
の
補
助
拡
大

を
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

山
本
市
長

鉄
道
軌
道
整
備
法
で
は
、
鉄

道
事
業
社
の
半
額
負
担
が
あ
る
が
、

Ｊ
Ｒ
は
経
営
が
安
定
し
て
お
り
対
象

外
で
あ
る
。
鉄
道
事
業
社
の
早
期
復

旧
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
最
大

級
の
支
援
要
請
を
し
て
い
る
。

　
仮
設
住
宅
な
ど
か
ら
の
移

動
手
段
に
タ
ク
シ
ー
な
ど
も

活
用
し
た
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
導
入
を

具
体
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

定
期
バ
ス
路
線
に
加
え
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
導
入
し
た

場
合
、
そ
の
効
率
性
や
運
行
コ
ス
ト

な
ど
を
十
分
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
。
当
面
は
、
国
の
地
域
公
共
交
通

確
保
改
善
維
持
事
業
を
活
用
し
事
業

社
と
連
携
し
て
改
善
を
行
う
。

　
田
老
診
療
所
の
医
師
が
本

年
度
を
も
っ
て
退
職
す
る
こ

と
で
２
月
に
辞
表
を
提
出
し
た
。後

任
医
師
確
保
に
向
け
た
市
の
取
り
組

み
状
況
と
医
師
確
保
の
見
通
し
に
つ

い
て
伺
う
。

　
山
本
市
長

県
の
医
師
支
援
推
進
室
な
ど

関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
医

師
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
幸
い

に
被
災
地
の
地
域
医
療
に
理
解
を
持

ち
、
宮
古
市
で
の
勤
務
に
興
味
を
示

し
て
い
る
医
師
が
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
、
勤
務
条
件
な
ど
を
提
示
し
交

渉
を
進
め
て
い
る
が
、
最
終
決
定
に

至
っ
て
い
な
い
。

■
産
業
再
生
と
雇
用
対
策
を
図
れ

　
働
く
場
が
確
保
さ
れ
な
け

れ
ば
人
口
流
出
が
さ
ら
に
進

む
。産
業
再
生
と
雇
用
確
保
対
策
を

図
る
上
で
、今
、市
が
早
急
に
手
を
打

つ
必
要
が
あ
る
課
題
と
そ
の
施
策
は

何
か
。市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
中
村
産
業
振
興
部
長

事
業
所
の
再
建
支
援
の
た

め
市
で
は
、
一
千
万
円
ま
で
の
借
入

金
に
対
す
る
利
子
補

給
、
設
備
貸
与
の
保

証
料
10
％
補
助
の
二

つ
の
支
援
制
度
を
創

設
し
、
県
補
助
金
を

活
用
し
た
修
繕
費
補

助
の
実
施
、
国
の
グ

ル
ー
プ
補
助
金
申
請
も
行
っ
て
き

た
。

　

雇
用
確
保
に
つ
い
て
は
、
被
災
し

た
事
業
所
の
再
開
が
不
可
欠
で
あ

る
。
二
重
債
務
問
題
解
決
の
た
め
の

債
権
買
い
取
り
シ
ス
テ
ム
が
ま
だ
未

確
定
で
あ
る
こ
と
や
、
国
の
グ
ル
ー

プ
補
助
金
の
予
算
額
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
。

　

ま
た
、
離
職
者
の
再
雇
用
に
つ
い

て
は
、
被
災
に
よ
り
解
雇
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
離
職
者
を
、
事
業
再
開

後
に
再
雇
用
し
た
場
合
に
国
の
補
助

制
度
が
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
の
市
の
新
た
な
施
策
に

つ
い
て
は
、
国
の
３
次
補
正
に
お
い

て
市
町
村
独
自
の
雇
用
対
策
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
基
金
設
置
も
検
討
さ

れ
て
お
り
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
地
域
の
実
情
を
捉
え
た
施
策
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

田 中 　 尚 議員 答弁

質問
実態にあった支援策を国、県に要望する

被災者の生活・なりわい再建拡充を

問答

被災したホテル

竹 花 邦 彦  議員 答弁

質問
勤務条件等を提示し交渉中

田老診療所後任医師の見通しは

問答

被災した田老診療所

問答

問答問

答

■
公
共
交
通
網
の
復
旧
と
改
善
を

問答問答
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震
災
前
の
３

漁
協
の
漁
船
は

２
、７
０
０
隻
余
。
大

震
災
で
２
、６
０
０
隻

余
が
被
災
し
、
県
漁
連

が
集
約
し
、
一
括
し
て

発
注
し
た
が
、
新
造
船
４
隻
が
重
茂

に
届
い
た
だ
け
で
遅
々
と
し
て
進
ん

で
い
な
い
。
打
開
す
べ
く
英
知
の
結

集
を
呼
び
か
け
る
べ
き
だ
。

　
中
村
産
業
振
興
部
長

事
業
費
55
億
円
余
で
市
内
３

漁
協
が
取
り
組
ん
で
い
る
が
打
開
策

を
見
出
せ
な
い
。
関
係
機
関
に
働
き

か
け
た
い
。

■
秋
サ
ケ
漁
等
に
間
に
合
わ
な
い

　
サ
ケ
は
え
縄
漁
、
ア
ワ

ビ
漁
が
迫
っ
て
い
る
が
、
使

用
隻
数
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

　

伊
藤
水
産
課
長

サ
ケ
は
え
縄
は
86
隻
、
あ
わ

び
漁
１
、３
６
６
隻
で
あ
る
。

■
魚
市
場
の
受
入
れ
態
勢
強
化
を

　
サ
ン
マ
漁
が
本
格
化
し
、

秋
サ
ケ
漁
が
迫
っ
て
お
り
市

場
の
機
能
強
化
が
急
が
れ
る
。
国
の

二
次
補
正
で
市
場
復
旧
メ
ニ
ュ
ー
が

示
さ
れ
、
修
繕
に
踏
み
切
る
こ
と
に

な
っ
た
と
理
解
す
る
が
ど
う
か
。

　

中
村
産
業
振
興
部
長

国
の
２
次
補
正
で
補
助
対
象

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
今
議
会
で
工
事

費
を
計
上
し
た
。

■
雇
用
確
保
は
復
興
の
土
台

　
な
り
わ
い
の
再
建
が
雇
用

確
保
の
大
道
で
あ
る
こ
と
は

論
を
ま
た
な
い
。
市
の
こ
の
間
の
支

援
策
は
店
舗
、
事
業
所
再
建
の
大
き

な
力
と
な
っ
て
き
た
。し
か
し
今
後
、

雇
用
保
険
受
給
の
期
限
切
れ
が
連
続

し
て
生
ま
れ
る
。
平
時
の
雇
用
確
保

で
は
な
い
施
策
が
必
要
だ
が
、
ど
う

か
。

　
山
本
市
長

緊
急
雇
用
対
策
事
業
の
９
月

ま
で
の
実
績
は
雇
用
実
数
７
１
７
人

で
延
べ
雇
用
数
４
、４
４
９
人
で
あ

る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
〝
つ
な
ぎ
〟

で
本
格
的
雇
用
再
建
で
は
な
い
。
重

要
な
こ
と
は
事
業
者
の
事
業
再
開
で

そ
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
、
ま
た

就
職
面
接
会
の
開
催
な
ど
を
実
施
し

て
い
く
。

　

林
野
庁
が
震

災
ガ
レ
キ
を
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

活
用
す
る
た
め
、
木
質

系
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を

被
災
地
に
導
入
す
る
予

算
を
第
３
次
補
正
に
計
上
予
定
と
の

こ
と
だ
。
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

整
備
は
、
新
た
な
雇
用
の
創
設
や
製

材
所
等
か
ら
発
生
す
る
バ
ー
ク
な
ど

の
処
理
、
間
伐
材
等
林
地
残
材
処
理

の
促
進
と
林
業
全
体
の
活
性
化
の
起

爆
剤
に
な
る
の
で
整
備
す
べ
き
と
思

う
が
。　

山
本
市
長

当
市
の
林
業
振
興
は
、木
材
加

工
施
設
間
の
連
携
に
よ
る
森
林
資
源

の
有
効
活
用
を
課
題
と
し
て
い
る
。木

材
加
工
業
者
の
要
望
を
把
握
し
な
が

ら
木
質
資
源
活
用
の
方
策
と
し
て
研

究
し
て
い
く
。

■
震
災
時
の
災
害
対
策
本
部
初
動

　
体
制
は

　
東
日
本
大
震
災
時
、
①
防

災
計
画
の
中
で
各
部
各
班

に
ど
の
よ
う
な
指
示
を
し
た
か
。
②

第
１
調
査
班
、
第
２
援
護
班
が
ど
れ

だ
け
の
応
援
体
制
を
と
っ
た
か
。
③

巨
大
津
波
時
に
高
浜
地
区
を
は
じ
め

孤
立
し
た
地
区
に
早
急
に
避
難
道
路

を
設
置
し
て
は
。
④
川
井
地
域
の
防

災
無
線
で
は
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

津
波
情
報
等
が
聞
こ
え
な
い
。
川
井

地
域
が
孤
立
し
た
場
合
の
通
信
手
段

は
ど
う
す
る
か
伺
う
。

　
下
澤
危
機
管
理
監

　

①
防
災
計
画
の
定
め
る
各

部
各
班
の
分
掌
事
務
を
確
認
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
活
動
す
る
よ
う
指
示
し

た
。
②
第
１
調
査
班
、
第
２
援
護
班

は
震
災
翌
朝
か
ら
７
班
体
制
で
応
援

を
行
っ
た
。
③
巨
大
津
波
時
に
高
浜

地
区
を
は
じ
め
孤
立
し
た
地
区
の
避

難
路
設
置
は
、
今
後
の
防
災
対
策
な

ど
で
検
討
し
て
い
く
。
④
川
井
地
域

の
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
か
ら
整
備
に
向
け
て
調
査
を
実

施
。
平
成
26
年
度
の
供
用
開
始
を
目

指
し
て
い
る
。

落 合 久 三  議員答弁

質問
関係機関に働きかける

漁船確保は待ったなし

問

答

本格化してきたサンマの水揚げ

古 舘 章 秀 議員答弁

質問
木材加工業者と連携し方策を研究

木質バイオマス発電を

問

答問

答

稼働している木質バイオマス発電所

問答問答

問答
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①
浸
水
区
域
内
の
土
地
は

ど
う
な
る
の
か
、
高
台
移
転

に
際
し
住
宅
建
設
の
支
援
は
あ
る
の

か
。
②
農
地
転
用
、
埋
蔵
文
化
財
調

査
が
迅
速
に
行
え
る
よ
う
制
度
の
整

備
が
急
務
で
は
な
い
か
。
③
仮
設
住

宅
の
間
取
り
が
狭
い
、
呼
び
鈴
が
な

い
、
洗
濯
物
を
干
す
際
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
、
雨
よ
け
庇
が
必
要
と
い
う
不
満

が
あ
る
。
ど
う
対
処
す
る
の
か
。
④

仮
設
住
宅
入
居
者
の
自
殺
、
孤
独
死

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
看
護
師
、
保

健
師
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
働
き

が
重
要
で
は
な
い
か
。
⑤
生
き
残
っ

た
命
を
支
援
し
、
こ
こ
で
暮
ら
す
こ

と
を
保
障
す
る
た
め
医
、
職
、
住
の

支
援
が
欠
か
せ
な
い
と
思
う
が
。

　
山
本
市
長

①
浸
水
区
域
内
の
住
宅
を
建

築
で
き
な
い
土
地
の
取
り
扱
い
は
、

国
の
支
援
も
勘
案
し
検
討
す
る
。
高

台
移
転
の
住
宅
建
設
の
支
援
は
国
の

補
助
事
業
を
活
用
し
、
希
望
に
沿
う

よ
う
に
国
に
補
助
制
度
の
充
実
を
要

望
し
、
補
償
を
明
示
し
た
い
。
②
農

地
転
用
に
概
ね
40
日
と
時
間
が
か
か

る
の
で
迅
速
に
対
応
し
た
い
。
埋
文

調
査
に
つ
い
て
は
、
復
興
事
業
の
円

滑
な
推
進
と
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
と

の
整
合
性
を
図
り
、
取

り
扱
い
の
一
部
を
簡
素

化
し
弾
力
的
対
応
を
行

う
。
③
間
取
り
が
狭
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
住
宅
も
完
成
し
て

い
る
の
で
世
帯
分
割
を
検
討
し
た

い
。
呼
び
鈴
が
な
い
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
や
雨
よ
け
庇
が
必
要
な
ど
多
種
の

要
望
が
あ
る
の
で
県
に
改
善
を
要
望

し
て
い
く
。
④
被
災
者
す
べ
て
の
世

帯
を
対
象
に
支
援
活
動
を
行
っ
て
き

た
。
宮
古
保
健
所
も
９
月
か
ら
週
一

回
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
自
殺
予

防
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
静

岡
、
佐
賀
、
熊
本
、
沖
縄
か
ら
医
療

チ
ー
ム
の
応
援
を
頂
き
、
被
災
者
一

人
一
人
に
寄
り
添
っ
て
長
期
の
重
点

事
業
と
し
て
巡
回
、
面
接
を
中
心
に

支
援
を
し
て
い
く
。
⑤
す
べ
て
の
被

災
者
に
対
し
て
、
暮
ら
し
の
復
興
を

図
る
た
め
、
計
画
の
中
で
被
災
者
に

寄
り
添
い
な
が
ら
『
医
、
職
、
住
』

に
つ
い
て
十
分
配
慮
す
る
。

　
中
心
市
街
地
が
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
街
と
化
し
て
い
る
。
特

に
も
、
こ
の
度
の
被
災
に
よ
り
、
再

建
か
、
廃
業
か
、
思
い
悩
ん
で
い
る

方
も
数
多
く
い
る
こ
と
と
思
う
の

で
、
宮
古
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
の
中
の
、
リ
ア
ス
ロ
ー
ド
整

備
事
業
を
実
施
す
べ
き
だ
。
こ
の
機

を
逃
し
て
は
、
以
後
、
実
施
不
可
能

と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
上
で
、
最
も
重
要

な
の
が
、
防
潮
堤
は
ど
う
な
る
か

だ
。
何
メ
ー
ト
ル
嵩
上
げ
に
な
る
の

か
。
そ
し
て
そ
の
高
さ
で
、
今
回
と

同
等
の
津
波
が
来
た
場
合
ど
う
な
る

か
だ
。
９
月
27
日
、
県
か
ら
防
潮
堤

の
高
さ
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
宮
古
湾
は
、
10
・
４
ｍ
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
湾
内
各
地
域
に
よ

り
高
さ
が
違
う
の
か
。
湾
の
奥
に
行

く
に
し
た
が
い
、
津
波
の
水
位
は
高

く
な
る
。
防
潮
堤
を
高
く
す
る
よ
う

に
県
に
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
津
軽
石
水
門
が
あ
っ
た
た
め
、

周
囲
の
被
災
が
大
き
く
な
っ
た
と
見

る
人
が
多
い
。
津
軽
石
川
両
岸
の
堤

防
を
嵩
上
げ
し
て
、
津
波
を
河
川
に

受
け
入
れ
た
場
合
、
同
等
の
津
波
で

周
辺
の
防
潮
堤
か
ら
越
え
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
か
。
次
に

自
宅
再
建
に
つ
い
て
、

９
月
16
日
、
地
域
型
復

興
住
宅
に
つ
い
て
、
官

民
が
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
今
、
当
市
に
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
が
殺
到
し
て
い
る
。
し
か
し
、

私
は
地
元
業
者
の
復
興
と
景
気
対
策

の
た
め
、
地
元
業
者
を
利
用
し
た
場

合
の
優
遇
処
置
を
考
え
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
山
本
市
長

中
心
市
街
地
に
つ
い
て
は
、

今
後
地
域
の
方
々
と
相
談
し
な
が
ら

検
討
す
る
。
次
に
県
か
ら
示
さ
れ
た

防
潮
堤
の
高
さ
は
、
湾
内
一
律
10
・

４
ｍ
と
な
っ
て
お
り
、
議
員
指
摘
の

と
お
り
県
に
要
望
す
る
。
ま
た
津
軽

石
川
に
津
波
を
受
け
入
れ
た
場
合
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
県

に
要
望
す
る
。
ま
た
地
元
建
築
業
者

の
優
遇
処
置
に
つ
い
て
、
指
摘
の
と

お
り
と
思
う
の
で
、
検
討
す
る
。

中 嶋 　 榮  議員 答弁

質問
一人一人に寄り添い支援する

万全な被災者支援を

問

避難所前に並ぶ市民

茂 市 敏 之  議員 答弁

質問
地域の方々と相談して決めたい

防潮堤とまちづくりをどう考える

問

津波で壊れた防潮堤

答

答
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将
来
を
見
通

し
た
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
の
市
長

の
構
想
、
ビ
ジ
ョ
ン
が

見
え
な
い
。
６
点
に
つ

い
て
伺
う
。
①
進
化
し

た
水
産
業
を
目
指
し
て
、
鍬
ヶ
崎
、

出
崎
地
区
の
水
産
基
地
化
と
、
生
産

か
ら
流
通
ま
で
全
体
的
な
再
建
を
提

案
す
る
。
見
解
と
策
は
。
②
被
災
事

業
者
支
援
と
し
て
、
修
繕
補
助
が
あ

る
が
、
対
象
外
の
事
業
者
支
援
策
を

早
く
示
す
べ
き
だ
。
決
断
を
。
③
中

心
市
街
地
再
生
策
と
、
復
興
住
宅
の

市
街
地
立
地
を
。
④
観
光
地
の
早
急

な
る
再
生
と
、
宿
泊
施
設
等
受
け
入

れ
体
制
の
再
建
支
援
を
。
⑤
新
た
な

事
業
、
産
業
創
出
を
企
業
誘
致
も
含

め
、
雇
用
、
経
済
の
た
め
進
め
る
べ

き
だ
。
そ
の
策
は
。
⑥
国
、
県
に
無

心
す
る
だ
け
で
な
く
、
身
を
削
り
、

知
恵
と
汗
を
出
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

財
源
を
確
保
す
べ
き
だ
。
市
長
の
見

解
は
。　

山
本
市
長

現
在
、
地
区
懇
談
会
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
市
民
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
復
興
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
る
。
①
漁
業
者
を
初
め

水
産
業
を
取
り
巻
く
多
く
の
企
業
、

団
体
が
、
経
営
意
欲
を
失
わ
な
い
よ

う
、
継
続
的
な
支
援
を
す
る
。
鍬
ヶ

崎
・
出
崎
地
区
は
、
復
興
計
画
の
中

で
「
み
な
と
ま
ち
鍬
ヶ
崎
」
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
②
修
繕
補

助
制
度
の
対
象
外
事
業
者
支
援
に
つ

い
て
は
、
国
の
３
次
補
正
を
見
な
が

ら
、支
援
制
度
の
創
設
を
検
討
す
る
。

③
中
心
市
街
地
区
へ
の
公
営
住
宅
の

必
要
性
も
含
め
再
生
策
は
、
住
民
代

表
の
検
討
会
で
議
論
し
て
も
ら
う
。

④
宿
泊
施
設
等
受
け
入
れ
体
制
の
再

建
は
、
融
資
制
度
や
、
国
・
県
の
補

助
金
を
活
用
し
た
支
援
を
す
る
。
観

光
産
業
の
早
期
再
建
は
、
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
⑤
当
面
は
被

災
事
業
再
開
に
向
け
た
支
援
措
置
を

最
優
先
す
る
が
、
今
後
新
規
創
業
、

新
産
業
の
創
出
支
援
、企
業
誘
致
等
、

総
合
的
振
興
策
を
検
討
す
る
。
⑥
事

務
事
業
の
中
止
、休
止
に
よ
る
も
の
、

国
、
県
へ
の
支
援
拡
大
の
要
望
と
合

わ
せ
、
更
に
事
務
、
事
業
の
選
択
を

行
い
財
源
確
保
を
図
る
。

　

大
津
波
襲

来
か
ら
半
年

が
過
ぎ
た
が
、
福
島

第
一
原
発
か
ら
の
放

射
能
汚
染
に
市
民
の

不
安
が
増
し
て
い
る
。

市
内
の
小
中
学
校
を
は
じ
め
市
の
測

定
値
を
伺
う
。

　
金
沢
市
民
生
活
部
長

８
月
５
日
～
12
日
ま
で
全
小

中
学
校
を
測
定
。
年
間
１
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
を
下
回
り
健
康
に
影
響
し
な

い
。
９
月
上
旬
に
測
定
器
を
追
加
購

入
、
市
内
20
箇
所
を
測
定
し
異
常
な

し
を
確
認
。
今
後
も
定
期
的
に
観
測

を
継
続
し
て
行
く
。

　
宮
古
市
の
産
業
へ
の
影
響

に
つ
い
て
伺
う
。

①
風
評
被
害
は
起
き
て
い
な
い
か
。

②
風
評
被
害
防
止
の
た
め
に
放
射
線

量
を
測
定
し
て
い
る
か
。
③
風
評
被

害
防
止
の
た
め
に
市
で
放
射
能
測
定

器
（
食
品
用
）
を
購
入
し
て
は
ど
う

か
。

　
山
本
市
長

①
和
牛
子
牛
市
場
で
平
均
価

格
が
前
年
比
２
割
下
落
し
、
繁
殖
農

家
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

②
県
産
農
林
の
検
査
計
画
に
基
づ
い

て
キ
ュ
ウ
リ
・
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
28

品
目
を
検
査
、
全
て
安
全
性
を
確

認
。
③
正
し
い
情
報
を
発
信
す
る
た

め
に
、
信
頼
の
お
け
る
専
門
機
関
に

依
頼
す
る
の
で
市
で
の
購
入
は
考
え

て
い
な
い
。

　

食
の
安
全
に
つ
い
て
伺

う
。

①
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
材
は
検

査
し
て
い
る
か
。
②
地
元
産
の
松
茸

な
ど
の
キ
ノ
コ
の
検
査
結
果
は
ど
う

か
。
③
お
米
は
ど
う
か
。
④
魚
介
類

や
野
菜
は
ど
う
か
伺
う
。

　

佐
藤
教
育
部
長

①
セ
ン
タ
ー
の
食
材
を
市
で

は
検
査
し
て
い
な
い
が
、
国
の
指
示

に
よ
り
出
荷
制
限
さ
れ
な
い
食
材
を

使
用
。
②
県
の
検
査
に
よ
り
県
内
市

町
村
で
検
出
さ
れ
ず
安
心
し
て
も
良

い
と
判
断
。
③
９
月
２
日
に
田
鎖
地

区
の
米
を
検
査
し
安
全
を
確
認
。
④

県
の
漁
獲
を
週
に
10
検
体
（
宮
古
分

３
検
体
）
を
検
査
。「
検
出
さ
れ
ず
」

〜
「
45
ベ
ク
レ
ル
」
以
下
で
暫
定
規

制
値
５
０
０
ベ
ク
レ
ル
を
大
幅
に
下

回
る
。
野
菜
は
長
ネ
ギ
・
大
根
・
キ
ャ

ベ
ツ
の
サ
ン
プ
ル
を
調
査
し
た
が
検

出
さ
れ
な
か
っ
た
。

松 本 尚 美  議員答弁

質問
市民の意見を計画策定に反映させる

強いリーダーシップで新生宮古を

問

答

被災した鍬ヶ崎地区

須賀原チエ子議員答弁

質問
放射線量を測定し安全を確認

放射能汚染、宮古市の現状は

問

答問答

問答

和牛子牛市場



1415

　
大
災
害
を
受
け
て
、
人
口

減
少
率
が
過
去
最
大
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
食
い
止
め
る
た
め

に
は
、「
産
業
の
復
興
」、「
鉄
路
の

復
興
」、「
道
路
の
復
興
」
な
く
し
て

宮
古
市
の
復
興
無
し
。
こ
れ
が
宮
古

市
の
人
口
減
少
の
大
き
な
課
題
だ
と

思
う
が
、
対
策
を
伺
う
。

　
山
本
市
長

宮
古
市
の
人
口
動
態
は
、
発

災
前
の
３
月
１
日
と
９
月
１
日
の

住
民
登
録
人
口
で
比
較
す
る
と
１
，

２
１
９
人
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
震

災
に
よ
る
死
者
数
は
、
９
月
２
日
現

在
５
２
５
人
。
ま
た
、
社
会
減
も

１
７
０
人
増
え
て
お
り
、
震
災
の
影

響
と
思
わ
れ
る
。

　

宮
古
の
復
興
は
、
質
問
の
３
点
が

重
要
と
考
え
る
。
復
旧
は
も
と
よ
り

復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
、
産
業

を
早
急
に
立
て
直
し
、
雇
用
の
場
を

創
出
す
る
と
と
も
に
、
総
合
交
通
体

系
の
整
備
要
望
等
を
行
い
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
。

■
基
礎
ガ
レ
キ
の
撤
去
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

　
家
屋
部
分
の

撤
去
は
進
ん
だ

が
、
基
礎
部
分
の
撤

去
も
市
で
で
き
な
い

の
か
。

　
金
澤
市
民
生
活
部
長

国
か
ら
基
礎
の
上
部
が
地
上

に
出
て
い
れ
ば
、
補
助
対
象
で
撤
去

出
来
る
と
見
解
が
示
さ
れ
た
の
を
受

け
て
、
土
地
境
界
に
影
響
の
な
い
家

屋
等
の
基
礎
部
に
つ
い
て
は
、
市
で

撤
去
い
た
し
た
い
。

■
復
興
イ
ベ
ン
ト
の
窓
口
は

　
宮
古
市
に
は
、
被
災
者
向

け
の
復
興
イ
ベ
ン
ト
等
が
全

国
で
企
画
さ
れ
招
待
を
受
け
て
い
る

が
、
申
込
先
を
市
役
所
の
中
で
一
元

化
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
金
澤
市
民
生
活
部
長

周
知
方
法
と
、
募
集
基
準
、

応
募
方
法
に
つ
い
て
は
主
催
者
が
決

定
し
て
い
る
。
窓
口
の
一
本
化
の
意

見
だ
が
、
主
催
者
の
意
向
を
聞
き
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
通
り
関
連
部
署
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

髙 橋 秀 正 議員 答弁

質問
産業、鉄路、道路の復興が急務

人口減少に歯止めをかける対策は

問答

問

答問答

復旧が急がれる山田線 (津軽石駅 )

決
算
審
査
は
分
科
会
方
式
初
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
審
査
向
上
を
図
る

　

決
算
審
査
は
、
こ
れ
ま
で
全
て
議
員
全
員

に
よ
り
行
っ
て
き
た
が
、
今
回
、
各
常
任
委

員
会
を
主
体
と
し
た
分
科
会
方
式
で
行
う
こ

と
と
し
た
。

　

分
科
会
方
式
に
つ
い
て
は
４
年
前
か
ら
議

会
運
営
委
員
会
を
中
心
に
検
討
が
さ
れ
て
い

た
が
、
よ
り
具
体
的
審
査
が
さ
れ
る
こ
と
と
、

常
任
委
員
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
意
味
合

い
を
持
つ
も
の
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
今
回
試
行

と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　

総
務
、
教
育
民
生
、
経
済
、
建
設
の
４
分

科
会
は
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
款
項
目
に
つ
い
て
審

査
を
行
っ
た
。
質
疑
に
つ
い
て
当
局
か
ら
は
適

切
な
答
弁
を
受
け
た
が
、
議
員
か
ら
の
提
言

も
多
く
出
て
い
る
の
で
、
23
年
度
事
業
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

第 一 中 学 校

宮 古 西 中 学 校

花 輪 中 学 校

新 里 中 学 校

川 井 中 学 校

第 二 中 学 校

津 軽 石 中 学 校

重 茂 中 学 校

崎 山 中 学 校

田老第一中学校

第 一 中 学 校

河 南 中 学 校

山 口 公 民 館

西ヶ丘地区センター

花輪農村文化伝承館

新 里 福 祉 セ ン タ ー

川 井 保 健 セ ン タ ー

鍬 ヶ 崎 小 学 校

津 軽 石 小 学 校

重 茂 公 民 館

崎 山 公 民 館

グリーンピア三陸みやこ

宮古市役所６階ホール

磯 鶏 小 学 校

11月22日(火)
午後7時より

11月24日(木)
午後7時より

11月25日(金)
午後7時より

開催日時 中学校区名 会　場　名

議会報告会開催
　報告会は主に９月定例会の内容ですが、市政全般にわたっての
自由討議も行いますので、最寄りの会場においで下さるようご案
内します。
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決
算
審
査
に
関
わ
る
各
分
科
会
の
一

般
会
計
決
算
、
特
別
会
計
決
算
の

審
議
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

委
員
長　

高
屋
敷
吉
蔵

　
　
　

副
委
員
長　
坂
本　

悦
夫

     

総
務
分
科
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
30
日

　
　
　

会　

長　
　
田
中　
　

尚

◇
現
在
の
職
員
数
は
適
正
と
と
ら
え
て

い
る
か
。

〔
説
明
〕　
23
年
度
に
新
た
に
定
員
適
正

化
計
画
を
策
定
し
、
計
画
に
基
づ
い
て

管
理
し
て
い
く
。

◇
職
員
組
織
の
フ
ラ
ッ
ト
化
、
グ
ル
ー

プ
制
の
検
証
の
状
況
は
ど
う
か
。

〔
説
明
〕　
実
態
を
検
証
し
、
良
い
点
は

今
後
も
生
か
し
て
い
く
。

◇
補
助
事
業
に
よ
り
地
デ
ジ
化
対
応

済
み
の
共
聴
施
設
で
被
災
し
た
施
設
は

あ
る
か
。

〔
説
明
〕　
被
災
施
設
で
復
旧
可
能
な
と

こ
ろ
は
補
正
予
算
で
措
置
済
み
で
あ
り

復
旧
に
着
手
す
る
が
、
音
部
里
組
合
は

全
世
帯
が
被
災
し
た
た
め
一
旦
組
合
を

解
散
し
、
復
興
状
況
を
見
な
が
ら
対
応

の
予
定
。

◇
財
政
調
整
基
金
等
の
積
立
金
で
不

用
額
が
４
千
２
百
万
円
余
あ
る
が
補
正

で
減
額
す
べ
き
で
は
。

〔
説
明
〕　
市
債
管
理
基
金
の
県
補
助
金

が
、震
災
の
混
乱
で
交
付
に
な
ら
な
か
っ

た
た
め
不
用
額
と
な
っ
た
が
、
今
年
度

交
付
の
見
込
み
。

◇
三
鉄
新
駅
整
備
事
業
補
助
金
で
の

新
駅
設
置
効
果
は
。

〔
説
明
〕　
震
災
前
の
２
月
末
で
は
、
利

用
者
は
一
日
当
た
り
44
人
、
運
賃
収
入

が
１
ヵ
月
あ
た
り
約
21
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

◇
市
内
循
環
バ
ス
実
証
運
行
支
援
事

業
の
検
証
は
ど
う
か
。

〔
説
明
〕　
実
施
結
果
は
ま
と
ま
っ
て
お

り
、
全
体
で
１
便
当
た
り
の
乗
車
人
員

は
６
人
程
度
で
あ
る
。

◇
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
仮
設
住

宅
入
居
者
の
自
立
に
向
け
て
敷
地
内

に
農
園
を
整
備
し
利
用
さ
せ
て
は
ど
う

か
。

〔
説
明
〕　
市
民
農
園
と
同
じ
考
え
方

で
、
入
居
者
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
財
団

と
協
議
し
柔
軟
に
対
応
す
る
。

◇
発
災
当
時
、
消
防
団
活
動
が
広
範

囲
に
わ
た
っ
た
が
、
ポ
ン
プ
車
に
燃

料
を
満
タ
ン
に
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ

た
。
備
蓄
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

〔
説
明
〕　
震
災
の
検
証
の
中
で
、
燃
料

不
足
が
課
題
と
さ
れ
た
。
計
画
の
見
直

し
で
燃
料
の
備
蓄
を
考
え
て
い
く
。

◇
リ
バ
ー
パ
ー
ク
に
い
さ
と
の
運
営
状

況
は
ど
う
か
。

〔
説
明
〕　
20
年
度
か
ら
黒
字
に
な
り
、

22
年
度
も
震
災
に
よ
り
利
用
者
が
増
加

し
た
た
め
、
前
年
よ
り
経
営
状
況
が
良

く
な
っ
て
い
る
。

◇
今
回
の
震
災
で
殉
職
し
た
消
防
団

員
へ
の
共
済
金
が
減
額
さ
れ
る
と
い
う

報
道
は
事
実
か
。

〔
説
明
〕　
全
国
で
２
５
０
名
の
団
員
が

殉
職
し
た
た
め
、
減
額
と
な
っ
た
。

◇
本
庁
舎
の
復
旧
の
見
通
し
は
い
つ
か
。

〔
説
明
〕　
来
年
５
月
を
予
定
。

　

 

教
育
民
生
分
科
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
３
日

　
　
　

会　

長　
　

﨑
尾　
　

誠

◇
女
性
相
談
件
数
が
前
年
の
倍
と
な
っ

た
理
由
は
何
か
。

〔
説
明
〕　
労
働
で
は
資
格
の
取
得
、
家

庭
で
は
家
族
や
夫
婦
、
嫁
姑
関
係
、

D
V
に
つ
い
て
の
相
談
が
増
え
た
。

◇
緊
急
通
報
装
置
業
務
委
託
で
、
通

報
実
績
数
と
通
報
者
は
寝
た
き
り
の

人
が
多
い
の
か
。

〔
説
明
〕　
通
報
件
数
は
１
、７
７
４
件

で
、
通
報
者
は
高
齢
独
居
の
人
で
健
康

状
態
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
が
、
あ
る
程
度

の
自
立
者
で
あ
る
。

◇
乳
幼
児
小
学
生
医
療
給
付
事
業
で
、

小
学
生
へ
の
給
付
は
、
市
長
の
公
約
で

拡
大
し
た
が
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
は

い
く
ら
か
。
県
の
事
業
と
す
る
よ
う
要

望
し
て
い
る
か
。

〔
説
明
〕　

小
学
生
２
、４
８
４
人
で
、

１
万
９
、０
０
１
件
、
４
、２
５
８
万
円

で
、
県
に
要
望
し
て
い
る
が
、
県
全
体

で
４
億
２
千
万
円
要
す
る
こ
と
か
ら
難

し
い
と
聞
い
て
い
る
。

◇
つ
ど
い
の
広
場
の
委
託
場
所
は
ど
こ

か
、
利
用
実
績
は
。

〔
説
明
〕　
２
ヶ
所
に
委
託
し
て
お
り

キ
ャ
ト
ル
５
階
の
す
く
す
く
ラ
ン
ド
で

は
５
、２
８
０
組
、
ひ
か
り
幼
稚
園
の
ひ

よ
こ
ク
ラ
ブ
で
は
１
、０
０
２
組
の
利
用

が
あ
っ
た
。

◇
避
難
所
と
な
っ
た
宿
泊
施
設
と
は
事

前
に
契
約
な
ど
で
き
な
い
の
か
。

〔
説
明
〕　
災
害
応
援
協
定
の
締
結
を
検

討
し
た
い
。

◇
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
施
設
に
代
わ
る
健

康
増
進
施
設
の
建
設
予
定
は
あ
る
の

か
。
市
民
の
健
康
増
進
施
策
は
。

〔
説
明
〕　
施
設
建
設
予
定
は
な
い
が
、

メ
タ
ボ
対
策
な
ど
健
康
教
室
を
総
合
体

育
館
で
開
催
を
考
え
て
い
る
。

◇
新
教
育
プ
ラ
ン
の
四
つ
葉
の
学
校

は
実
施
回
数
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
ス
ク
ー
ル
は
理
科
の
授
業

を
中
心
に
行
う
べ
き
。
５
年
目
を
迎

え
る
が
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

平
成
22
年
度

決 算 審 査
特 別 委 員 会
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〔
説
明
〕　
四
つ
葉
の
学
校
は
無
理
の
な

い
範
囲
で
学
校
が
計
画
し
た
。
ニ
ュ
ー

ト
ン
ス
ク
ー
ル
は
夏
、
冬
休
み
に
実
施

し
、
成
果
は
充
分
に
あ
っ
た
。
見
直
し

に
つ
い
て
は
課
題
を
抽
出
し
検
討
し
て

い
く
。

◇
交
通
機
関
利
用
以
外
の
遠
距
離
通

学
児
童
に
対
す
る
助
成
が
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
の
補
助
を
一
人
当
た
り
に
換
算
す

る
と
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

〔
説
明
〕　
実
績
を
見
な
が
ら
検
討
。

◇
市
民
文
化
会
館
の
工
事
内
容
と
繰

り
越
し
た
理
由
は
何
か
。
復
旧
の
見
通

し
は
。

〔
説
明
〕　
工
事
内
容
は
大
ホ
ー
ル
の
舞

台
と
機
械
設
備
の
改
修
で
震
災
に
よ
り

繰
り
越
し
た
が
、
工
事
中
止
の
場
合
は

不
用
額
と
し
、
改
め
て
災
害
復
旧
費
に

計
上
す
る
。
復
旧
に
当
た
っ
て
は
安
全

性
や
復
旧
ま
で
の
時
間
、
要
す
る
経
費

を
検
証
し
実
施
す
る
。

　

  

経
済
分
科
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
４
日

　
　
　

会　

長　
　

藤
原　
光
昭　

◇
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
で
の
職
業
紹
介
が
で

き
な
く
な
っ
た
が
今
後
の
対
応
策
は
。

〔
説
明
〕　
高
齢
者
相
談
室
の
廃
止
と

と
も
に
職
業
紹
介
が
で
き
な
く
な
っ
た

こ
と
が
利
用
者
減
の
原
因
と
考
え
ら
れ

る
。
改
善
に
向
け
て
職
業
安
定
所
や
県

と
協
議
し
て
い
く
。

◇
耕
作
放
棄
地
の
解
消
の
た
め
の
こ
れ

か
ら
の
取
り
組
み
は
。

〔
説
明
〕　
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
を
行

い
、
農
地
台
帳
へ
登
録
し
、
新
規
就
農

者
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

◇
川
井
地
域
特
産
物
生
産
振
興
支
援

事
業
に
お
け
る
J
A
紀
南
に
出
荷
し

て
い
る
シ
ソ
は
放
射
能
測
定
を
行
っ
て

い
る
か
。

〔
説
明
〕　
７
月
か
ら
５
回
調
査
を
行
っ

た
が
、
い
ず
れ
も
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

◇
シ
ソ
の
生
産
拡
大
に
向
け
て
現
在
の

公
社
の
貯
蔵
能
力
で
大
丈
夫
か
。

〔
説
明
〕  

現
在
１
８
０
ト
ン
か
ら

２
０
０
ト
ン
の
貯
蔵
能
力
で
あ
り
、
今

後
２
５
０
ト
ン
ま
で
貯
蔵
で
き
る
よ
う

整
備
し
て
い
く
。

◇
新
規
就
農
対
策
事
業
の
実
績
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

〔
説
明
〕　
現
在
３
名
が
ハ
ウ
ス
な
ど
を

使
用
し
研
修
し
て
い
る
。
就
農
し
て
い

け
ば
次
に
つ
な
が
る
。

◇
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被
害
が
深
刻
だ
が

駆
除
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

〔
説
明
〕　
被
害
が
増
え
て
い
る
の
で
電

気
牧
柵
の
ほ
か
に
侵
入
防
止
柵
を
補
助

対
象
と
し
た
。
今
後
は
猟
友
会
と
協
議

し
対
策
を
検
討
す
る
。

◇
木
材
粉
砕
機
の
効
果
と
粉
砕
後
の

処
理
状
況
は
。

〔
説
明
〕　
た
く
さ
ん
の
古
ホ
ダ
木
を
処

理
で
き
る
の
で
生
産
者
か
ら
好
評
だ
。

粉
砕
後
処
理
は
自
家
の
畑
に
肥
料
と
す

る
の
が
大
半
で
、
畜
産
農
家
か
ら
要
望

が
あ
れ
ば
連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

◇
被
災
の
状
況
を
踏
ま
え
た
水
産
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業
に
つ
い
て
、
今

後
の
あ
り
方
は
。

〔
説
明
〕　
震
災
前
に
大
方
の
か
た
ち
が

で
き
て
い
た
が
、
復
興
計
画
を
見
据
え

て
、
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

◇
漁
業
共
済
掛
金
補
助
事
業
に
お
い

て
宮
古
漁
協
の
事
業
費
、
対
象
事
業

者
数
と
も
少
な
い
が
、
理
由
は
何
か
。

〔
説
明
〕　
宮
古
漁
協
は
、
養
殖
漁
業
従

事
者
が
少
な
い
の
が
理
由
だ
。

◇
廻
来
船
誘
致
対
策
事
業
に
お
け
る

海
洋
深
層
水
氷
へ
の
補
助
金
の
効
果

は
。

〔
説
明
〕　
実
績
は
全
体
で
７
、２
６
７
ト

ン
で
、
う
ち
深
層
水
氷
は
３
、８
１
２
ト

ン
、
普
通
氷
は
３
、４
５
５
ト
ン
で
実
績

は
増
え
て
お
り
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と

評
価
し
て
い
る
。
今
年
度
で
３
年
目
と

な
る
の
で
継
続
す
べ
き
か
検
証
し
た
い
。

◇
企
業
誘
致
事
業
に
つ
い
て
、
今
ま
で

の
企
業
誘
致
の
や
り
方
を
変
え
る
た
め

に
も
、
工
業
団
地
を
造
成
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

〔
説
明
〕　
現
在
、
市
所
有
の
土
地
が
震

災
の
影
響
で
全
て
な
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
用
地
確
保
に
努
め
て
い
く
。

◇
浄
土
ヶ
浜
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
、
来
年

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
ま
で
に
復
旧

す
べ
き
と
思
う
が
整
備
方
針
は
。

〔
説
明
〕　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
後
の

６
月
末
ま
で
に
は
復
旧
し
た
い
。

◇
港
湾
施
設
使
用
料
補
助
事
業
は
、

今
後
も
続
け
る
の
か
。

〔
説
明
〕　
今
年
度
は
、
震
災
復
興
の
た

め
県
使
用
料
は
無
料
と
な
っ
て
い
る
。

来
年
度
、
県
が
有
料
に
戻
す
の
で
あ
れ

ば
、
実
施
し
た
い
。

　
　

建
設
分
科
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
５
日

　
　
　

会　

長　
　

近
江　

勝
定

◇
廃
棄
物
の
集
積
量
は
何
ト
ン
か
、
廃

棄
物
除
去
委
託
料
は
適
正
だ
っ
た
か
、

業
務
の
チ
ェ
ッ
ク
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

〔
説
明
〕　
廃
棄
物
は
推
定
55
万
ト
ン
、

委
託
料
は
国
が
定
め
た
標
準
積
算
で
算

定
し
て
お
り
適
正
で
あ
る
。
委
託
業
務

は
職
員
で
立
ち
会
い
確
認
に
あ
た
っ
た
。

◇
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
の
経
済

波
及
効
果
は
、
震
災
の
影
響
は
あ
る
の

か
。

〔
説
明
〕　
経
済
波
及
効
果
は
約
18
億

円
と
見
込
ん
で
い
る
。
震
災
に
よ
り

６
４
７
件
と
な
っ
た
が
、
こ
の
事
業
に

携
わ
る
求
人
が
増
え
た
。

◇
市
道
整
備
率
の
65
・
５
%
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

〔
説
明
〕　

整
備
率
は
高
い
数
値
と
は

思
っ
て
い
な
い
。
地
権
者
の
了
解
を
得
ら

れ
ず
整
備
が
遅
れ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

◇
除
雪
の
基
準
と
降
雪
時
の
出
動
条

件
は
。

〔
説
明
〕　
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
効
率

的
な
除
雪
に
努
め
た
い
。

◇
小
山
田
橋
の
補
修
と
施
工
方
法
の
見

直
し
の
考
え
と
宮
古
橋
の
進
捗
状
況

は
。

〔
説
明
〕　
両
方
の
橋
を
通
行
止
め
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
被
災
し
た

宮
古
橋
の
整
備
を
優
先
し
来
年
４
月
の

供
用
開
始
を
図
り
た
い
。
そ
の
後
、
小

山
田
橋
補
修
の
施
工
方
法
を
検
討
し
実

施
し
た
い
。

◇
私
道
整
備
の
内
容
・
要
件
は
。

〔
説
明
〕　
幅
１・８
m
、
３
世
帯
以
上

が
利
用
す
る
道
路
で
公
道
に
接
し
て
い

る
場
合
に
お
い
て
、
側
溝
整
備
や
道
路

の
舗
装
が
対
象
と
な
る
。

◇
浸
水
対
策
事
業
等
に
お
け
る
蟇
目

地
区
の
工
事
予
定
は
。
赤
前
の
道
路
冠

水
対
策
は
。

〔
説
明
〕　
蟇
目
地
区
は
平
成
23
年
度
に

詳
細
設
計
を
行
い
平
成
24
年
度
に
工
事

を
実
施
す
る
。
赤
前
地
区
は
仮
設
ポ
ン

プ
で
対
応
し
て
い
る
。
今
後
、
計
画
を
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策
定
し
て
い
く
。

◇
建
築
指
導
事
務
に
つ
い
て
、
市
で
は

浸
水
区
域
へ
の
建
築
行
為
の
自
粛
を
お

願
い
し
た
も
の
の
既
に
何
軒
か
建
設
さ

れ
て
い
る
が
、
一
定
期
間
規
制
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

〔
説
明
〕　
既
に
赤
前
地
区
に
１
軒
、
市

内
２
軒
、
鍬
ヶ
崎
地
区
４
軒
に
許
可
が

下
り
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
相
談
は
多

数
あ
っ
た
が
、
各
地
区
の
具
体
的
な
復

興
計
画
が
ま
と
ま
る
ま
で
自
粛
す
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。
非
可
住
地
域
な

ど
の
規
制
を
考
え
て
い
る
。

■
総　
務
■

◇
市
民
税
に
つ
い
て
、
個
人
分
が
減
少

し
た
要
因
と
法
人
分
が
伸
び
た
要
因
は

何
か
。

〔
説
明
〕　
個
人
分
が
所
得
の
減
で
、
法

人
分
は
一
部
の
会
社
の
業
績
が
伸
び
た

こ
と
に
よ
る
。

◇
地
方
交
付
税
の
基
準
財
政
収
入
額

に
つ
い
て
、
収
入
未
済
額
を
含
ん
だ
額

で
算
定
さ
れ
る
の
か
。

〔
説
明
〕　
調
定
額
で
算
定
さ
れ
る
。

【
意
見
】

○
消
防
団
福
祉
共
済
掛
金
は
、
公
費
で

負
担
さ
れ
て
い
る
。
日
本
消
防
協
会
の

事
情
で
適
用
さ
れ
な
い
の
は
い
か
が
な

も
の
か
。
協
会
の
責
任
で
全
額
支
給
す

べ
き
だ
。

■
教
育
民
生
■

◇
諸
収
入
の
貸
付
金
元
利
収
入
で
は
、

奨
学
資
金
貸
付
金
収
入
の
収
入
未
済

の
理
由
と
人
数
は
。

〔
説
明
〕　
収
入
未
済
は
現
年
度
分
68

人
４
７
４
万
８
、４
０
０
円
、
滞
納
繰
越

分
47
人
１
、１
７
４
万
６
４
０
０
円
、
実

数
は
92
人
で
22
年
度
３
０
０
万
円
増
と

な
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
震
災
の
影
響

に
よ
る
も
の
。

■
経　
済
■

◇
養
魚
場
使
用
料
の
内
容
は

〔
説
明
〕　
和
井
内
の
施
設
を
閉
伊
川
漁

協
に
貸
し
て
い
る
も
の
。

◇
国
庫
支
出
金
の
漁
港
水
産
物
供
給

基
盤
整
備
の
収
入
未
済
額
の
内
容
は

〔
説
明
〕　
震
災
に
よ
り
精
算
が
で
き
な

か
っ
た
事
業
で
23
年
度
に
繰
り
越
し
た

も
の
。

◇
市
債
の
土
木
債
に
お
け
る
港
湾
の
調

定
・
収
入
済
額
と
も
記
載
が
な
い
が
な

ぜ
か
。

〔
説
明
〕　
震
災
の
た
め
県
か
ら
負
担
金

を
免
除
さ
れ
た
も
の
。

【
意
見
】

○
緊
急
雇
用
対
策
本
部
会
議
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
国
の
緊
急
雇
用
対
策
に

と
ど
ま
ら
ず
、
雇
用
対
策
を
強
力
に
進

め
る
べ
き
だ
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

◇
財
政
調
整
基
金
が
多
す
ぎ
る
の
で
は

な
い
か
。

〔
説
明
〕　
増
加
傾
向
に
あ
る
医
療
費
の

た
め
、
今
後
、
基
金
の
取
り
崩
し
が
増

え
る
見
通
し
で
あ
る
。

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◇
普
及
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。
普
及

率
向
上
の
た
め
の
対
策
は
行
っ
て
い
る

か
。

〔
説
明
〕　
水
洗
化
率
は
63
・
６
%
と

な
っ
て
お
り
、
水
洗
化
普
及
員
に
よ
り

融
資
制
度
な
ど
周
知
し
普
及
に
努
め
て

い
る
。

○
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◇
震
災
の
影
響
で
使
用
料
が
減
収
と

な
る
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
か
。

〔
説
明
〕　
千
鶏
、
石
浜
地
区
の
処
理
施

設
は
全
壊
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
仮

復
旧
が
終
了
し
簡
易
処
理
で
排
水
処
理

し
て
い
る
。
津
軽
石
地
区
の
処
理
施
設

も
被
災
し
た
が
、
金
浜
ま
で
の
延
長
が

認
め
ら
れ
、
処
理
場
か
ら
中
継
ポ
ン
プ

場
に
変
更
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
簡
易
復

旧
に
と
ど
め
て
い
る
。
震
災
に
よ
り
使

用
料
は
４
割
減
収
が
見
込
ま
れ
る
が
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
処
理
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

○
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計

◇
被
災
地
の
浄
化
槽
は
ど
う
な
る
の

か
。

〔
説
明
〕　
整
備
し
た
43
世
帯
が
被
災
し

た
が
、
本
体
の
使
用
は
可
能
で
あ
り
震

災
に
よ
る
移
転
と
な
れ
ば
基
本
的
に
は

市
の
負
担
と
な
る
。
被
災
地
区
の
今
後

の
土
地
利
用
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

負
担
に
つ
い
て
は
決
定
し
た
い
。

○
水
道
事
業
特
別
会
計

◇
震
災
の
影
響
に
よ
る
給
水
収
益
の

減
収
の
状
況
は
。

〔
説
明
〕　
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
調
定

で
約
８
千
万
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
、

今
年
度
の
減
収
は
、
最
大
１
億
６
千
万

と
見
込
ん
で
い
る
が
、
工
事
の
中
止
な

ど
に
よ
り
最
終
的
に
は
約
５
千
万
円
程

度
の
黒
字
に
な
る
。

◇
有
収
水
量
84
・
37
%
と
な
っ
て
い
る

が
全
て
漏
水
が
原
因
か
。
定
期
的
に
漏

水
調
査
を
し
て
い
る
の
か
。

〔
説
明
〕　
凍
結
防
止
の
た
め
放
水
す
る

こ
と
も
あ
る
が
、
常
に
有
収
水
量
を
監

視
し
、
漏
水
調
査
し
て
い
る
。

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◇
震
災
後
の
管
路
の
状
況
を
調
査
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

〔
説
明
〕　
処
理
場
や
中
継
ポ
ン
プ
場
が

被
災
し
た
が
、
処
理
の
量
か
ら
判
断
す

る
と
管
路
の
被
災
は
な
か
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
も
調
査
し
て
い
く
。

　

宮
古
市
議
会
で
は
、
３
月

11
日
の
東
日
本
大
震
災
対
応

の
た
め
、
復
興
対
策
特
別
委

員
会(

田
中
尚
委
員
長　

委

員
12
人)

を
設
置
し
、
復
興

に
つ
い
て
の
議
論
を
重
ね
て

き
た
。

　

提
言
書
を
ま
と
め
る
た
め

に
各
常
任
委
員
会
が
現
況
を

把
握
し
、
必
要
に
応
じ
市
民

や
団
体
、
事
業
者
な
ど
と
意
見
交

換
す
る
な
ど
、
よ
り
実
態
に
即
し

た
課
題
の
と
り
ま
と
め
に
努
め
て
き

た
。

　

提
言
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
と

し
て
、
被
災
し
た
方
々
が
一
日
も
早

く
元
の
安
定
し
た
生
活
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
居
の
関

係
や
産
業
の
復
興
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
。
二
と
し
て
、

被
災
者
の
救
済
措
置
や
復
興
財
源

の
確
保
対
策
、
二
重
債
務
問
題
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど
に
重
点
を
お
い

た
も
の
に
集
約
を
し
て
い
る
。
さ
ら

に
分
野
別
施
策
と
地
区
ご
と
の
復

興
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
も
重
要
か

つ
緊
急
課
題
と
し
て
提
言
を
し
た
。

　
こ
の
提
言
書
は
、
議
員
総
意
に
よ

る
も
の
で
、
９
月
21
日
、
山
本
市
長

に
提
出
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
策
定
さ
れ
る
宮
古
市
復
興
計
画

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
思
う
。

復
興
に
つ
い
て
の

提
言
書
ま
と
ま
る

　
　   

山
本
市
長
へ
提
出

復興対策特別委員会

一
般
会
計
決
算
歳
入

特　
別　
会　
計
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○
田
老
総
合
事
務
所
等
の
貸
付
に
つ
い
て
／

　

震
災
復
興
に
向
け
た
組
織
体
制
の
見
直
し

　

に
つ
い
て
／
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や

　

こ
」
の
当
面
の
利
用
及
び
今
後
の
対
応
方

　

針
等
に
つ
い
て
／
宮
古
市
市
税
条
例
等
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
震
災
復
興
に
向
け
た
組
織
体
制
の
見
直
し

　

に
つ
い
て
／
本
庁
舎
の
位
置
及
び
総
合
事

　

務
所
等
災
害
対
策
本
部
機
能
の
あ
り
方
に

　

つ
い
て
／
情
報
通
信
管
理
体
制
の
課
題
に

　

つ
い
て

○
東
日
本
大
震
災
の
被
害
者
に
対
す
る
市
税

　

の
減
免
に
対
す
る
条
例
に
つ
い
て
／
東
日

　

本
大
震
災
の
被
害
者
に
対
す
る
国
民
健
康

　

保
険
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

／
東
日
本
大
震
災
の
被
害
者
に
対
す
る
介

　

護
保
険
料
の
減
免
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

　

て
○
復
旧
・
復
興
に
伴
う
財
源
措
置
に
つ
い
て

　

／
災
害
関
連
法
律
・
制
度
に
つ
い
て
／
グ

　

リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
の
管
理
に
つ
い

　

て
○
宮
古
市
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て
／
仮
設
住
宅
か
ら
の
交
通

　

の
確
保
に
つ
い
て(

継
続)

／
本
庁
舎
の

　

移
転
に
つ
い
て

○
被
災
事
業
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
／

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
水
産
被
害
支
援
方

　

針
に
つ
い
て
／
震
災
復
興
に
関
す
る
所
管

　

事
項
の
緊
急
課
題
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い

　

て
／
観
光
の
現
状
と
復
旧
・
復
興
の
緊
急

　

課
題
に
つ
い
て(

宮
古
観
光
協
会)

意
見

　

交
換
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て

○
宮
古
市
復
興
基
本
計
画
の
策
定
に
関
す
る

　

所
管
事
項
に
つ
い
て
①
J
R
・
三
陸
鉄

　

道
の
復
旧
課
題
②
市
庁
舎
の
整
備
課
題
③

　

復
興
基
金
等
復
興
財
源
課
題

○
宮
古
市
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
／
宮   

　

古
市
東
日
本
大
震
災
復
興
基
金
条
例
の
制

　

定
に
つ
い
て
／
市
庁
舎
の
災
害
復
旧
に
つ

　

い
て
／
普
通
財
産(

土
地)

の
処
分
及
び

　

処
理
経
過
に
つ
い
て
／
東
日
本
大
震
災
に

　

よ
る
建
設
工
事
請
負
契
約
解
除
に
係
る
損

　

害
賠
償
に
つ
い
て
／
宮
古
市
消
防
団
条
例

　

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
宮
古
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

(

継
続)

／
今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い
て

　

／
東
日
本
大
震
災
の
被
害
者
に
対
す
る
市

　

税
の
減
免
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
／
東

　

日
本
大
震
災
の
被
害
者
に
対
す
る
国
民
健

　

康
保
険
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

　

て
／
東
日
本
大
震
災
の
被
害
者
に
対
す
る

　

介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す
る
条
例
に
つ

　

い
て

○
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
の
保
健
福
祉

　

部
関
連
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
／
学
校
運

　

営
の
緊
急
課
題
に
つ
い
て
／
学
校
運
営
の

　

状
況
に
つ
い
て
／
診
療
施
設
の
状
況
に
つ

　

い
て
／
保
育
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
／
仮

　

設
住
宅
建
築
状
況
及
び
運
動
場
利
用
状
況

　

に
つ
い
て
／
瓦
礫
の
集
積
状
況
に
つ
い
て

　

／
文
化
施
設
の
状
況
に
つ
い
て

○
震
災
復
興
に
関
す
る
所
管
事
項
の
緊
急
課

　

題
に
つ
い
て(

継
続)

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
に
対
す
る

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
免
除
に
つ
い
て

○
宮
古
市
と
岩
手
県
と
の
間
の
平
成
23
年
東

　

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
津
波
に
よ
り

　

特
に
必
要
と
な
っ
た
廃
棄
物
の
処
理
に
関

　

す
る
事
務
委
託
に
関
す
る
規
約
の
一
部
変

　

更
に
つ
い
て

○
岩
手
県
災
害
廃
棄
物
処
理
詳
細
計
画
に
つ

　

い
て
／
田
老
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

　

て
／
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
教
育
支
援
金

　

制
度
の
新
設
に
つ
い
て
／
鵜
磯
小
学
校
及

　

び
千
鶏
小
学
校
の
学
習
環
境
改
善
に
つ
い

　

て
／
宮
古
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
○
港
湾
機
能
確
保
支
援
補
助
金
に
つ
い
て
／

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
水
産
被
害
支
援
方

　

針
に
つ
い
て
／
震
災
復
興
に
関
す
る
所
管

　

事
項
の
緊
急
課
題
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い

　

て(

継
続)

○
ホ
ク
ヨ
ー
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
㈱
と
の
意
見
交

　

換
／
新
岩
手
農
協
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
と

　

の
意
見
交
換
／
宮
古
市
末
広
町
商
店
街
振

　

興
組
合
と
の
意
見
交
換

○
震
災
復
興
に
関
す
る
緊
急
課
題
の
取
り
ま

　

と
め
に
つ
い
て( 

意
見
交
換
結
果
の
取
り

　

ま
と
め)

／
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

○
畜
産
業
現
状
に
つ
い
て
／
行
政
視
察
つ
い

　

て(

継
続)

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
水
産
被
害
支
援
方

　

針
に
つ
い
て
／
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
林

　

業
関
係
被
害
に
つ
い
て
／
宮
古
市
緊
急
雇

　

用
総
合
対
策
事
業
に
つ
い
て

○
住
居
等
の
高
台
へ
移
転
も
踏
ま
え
た
生
活

　

環
境
の
調
査
・
研
究
と
整
備
課
題
に
つ
い

　

て(

継
続)

／
三
陸
縦
貫
道
の
整
備
計
画

　

に
つ
い
て
／
仮
設
住
宅
の
入
居
状
況
に
つ

　

い
て

○
災
害
復
旧
事
業
の
概
要
説
明
に
つ
い
て
／

　

市
営
佐
原
団
地
住
宅
建
替
え
事
業
に
つ
い

　

て

総
　
　
務
　
常
任
委
員
会

教
育
民
生   

常
任
委
員
会

経
　
　
済   

常
任
委
員
会

建
　
　
設   

常
任
委
員
会

被災した田老のアワビ種苗センターを視察

委
員
会
活
動
報
告(

６
月
〜
９
月)
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○
意
見
書
第
15
号

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書

提
出
者　

宮
古
市
議
会
議
員　

　
　
　
　
　
　
　
　

中
嶋　
　

榮

提
出
先　

衆
議
院
議
長　

　
　
　
　

参
議
院
議
長　

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　
　
　

　
　
　
　

総
務
大
臣
　

　
　
　
　

経
済
産
業
大
臣

○
意
見
書
第
16
号

電
力
多
消
費
型
経
済
か
ら
の

転
換
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

宮
古
市
議
会
議
員　

　
　
　
　
　
　
　
　

中
嶋　
　

榮

提
出
先　

衆
議
院
議
長　

　
　
　
　

参
議
院
議
長　

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　
　
　

　
　
　
　

厚
生
労
働
大
臣　
　
　

　
　
　
　

経
済
産
業
大
臣

○
意
見
書
第
17
号

灯
油
高
騰
へ
の
緊
急
対
策
を

求
め
る
意
見
書

提
出
者　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　

﨑
尾　
　

誠

提
出
先　

衆
議
院
議
長　

　
　
　
　

参
議
院
議
長　

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　

　
　
　
　

総
務
大
臣

　
　
　
　

財
務
大
臣

　
　
　
　

厚
生
労
働
大
臣　

　
　
　
　

農
林
水
産
大
臣　
　
　

　
　
　
　

経
済
産
業
大
臣

○
請
願
第
６
号

「
灯
油
高
騰
へ
の
特
別
対
応
」
と

「
福
祉
灯
油
」
を
求
め
る
請
願

請
願
者　

岩
手
県
生
活
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
合
会

　
　
　
　
　
会
長
理
事　

加
藤
善
正

　
　
　
　

岩
手
県
消
費
者
団
体　

　
　
　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　

会
長　
　

髙
橋
克
公

　
　
　
　

い
わ
て
生
活
協
同
組
合

　
　
　
　
　

理
事
長　

飯
塚
明
彦

平
成
23
年
11
月
15
日　

第
26
号　

発
行
／
宮
古
市
議
会(

〒
０
２
７—

８
５
０
１　

宮
古
市
新
川
町
２
番
１
号　

☎
０
１
９
３
○
２
１
１
１)　

編
集
／
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会　

印
刷
／
株
式
会
社
文
化
印
刷

◆◇お知らせ◇◆
12月定例議会は11月29日開会
予定です。くわしくは議会事務局
(☎68−9113)に
おたずねください。

傍 聴 者 数

請 願
陳
情

意
見

書

請 願
陳
情

意
見

書

☆「
東
日
本
大
震
災
」
か
ら

８
ヶ
月
、
街
中
の
ガ
レ
キ
撤
去

も
進
み
被
災
者
は
仮
設
住
宅

へ
の
入
居
、
浸
水
し
た
家
屋
の

補
修
も
済
み
、
飲
食
店
も
再

開
し
た
。
宮
古
市
は
少
し
ず

つ
復
旧・
復
興
へ
と
歩
み
だ
し

て
い
ま
す
。

☆
今
定
例
会
は
、
決
算
認
定

議
会
と
し
て
、
初
め
て
分
科

会
方
式
を
取
り
入
れ
、
連
日

活
発
な
議
論
が
か
わ
さ
れ
ま

し
た
。

☆
今
議
会
は
、
震
災
の
影
響
も

あ
っ
た
の
か
傍
聴
す
る
方
が
少

な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。

☆
私
た
ち
編
集
委
員
は
、
今

後
も
市
民
の
目
線
で
、
わ
か

り
や
す
い
、親
し
み
や
す
い「
議

会
だ
よ
り
」
に
す
る
た
め
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　

髙
橋　

秀
正

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

編
集
委
員
長	

横
田　

有
平

副
委
員
長	

橋
本　

久
夫

編
集
委
員	

佐
々
木
重
勝

　

			




古
舘　

章
秀

			




伊
藤　
　
清

			




須
賀
原
チ
エ
子

			




内
舘　

勝
則

			




髙
橋　

秀
正

	 ９月	16日
	 ９月	22日
	 ９月	26日
	

	 ９月	27日
	 ９月	28日
	10月	12日
計

７人
12人
24人

21人
19人
3人
86人

可
決
さ
れ
た
意
見
書

62

採
択
さ
れ
た
請
願

宮古市　田鎖
農業

刈　屋　裕　之

　あの 3 月 11 日の大震災から 7 ヵ月
が過ぎましたが、私たちの悲しみが癒
されるほどの時間ではないでしょう。
中でも、子どもたちは計り知れない痛
みを心の中に抱え込んでしまったこと
と思います。
　そんな中、津波を目の当たりにしな
がら避難した鍬ヶ崎小学校の子どもた
ちが、宮古の復旧・復興に頑張ってい
る人たちを取材して、まとめようとし
ていることを知りました。
　3、4 人がグループとなって各地に出
かけ、明るくはきはきと質問をして、メ
モを取っていく子どもたちの姿に出会
い「この子たちに胸を張って大人の姿
を、宮古の将来を見せられるように私
たちが力を合わせ、しっかりと前を向
いて生きなければ」と励まされました。
　何年かかるかもしれない宮古市の復
興の将来の主役となってくれるはずの
子どもたちがより健やかに、たくまし
く育っていくような宮古市の手厚い、
心のこもった教育行政を議会の皆さん
にお願いします。


